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第一生命ピル建築潜血工事現場見学会開催

大阪の表玄関たる大阪駅前に於て誰れしも注目しつ L 暫し歩を止めさすのわ、 あの第一生命ピルの建設現場でるろ う。

そしてそれは既に東京の 日比谷の一角に於て 日活国際会館の潜画工事が広〈海外迄紹介された工事 と同ーの工法が、 私等

の自のあ たりに着荷 と 進行 し つｾｾる 。 来春 Ｑ 月 ＲＰ 日 迄には完全に 潜函 完了 される工程中を、 特に竹中工務庖の御厚意に

依て下 Ｓ ・己の通 り見学出来る運びとなった 事は会員各 位と 共に悦びにたえない次第ぺ εｾ る 、 本年悼尾の催しであり又得難い

節機を逃せず多数参加を御進めする次第でるる。

1. 目 時 12月18日仁火〉午後 2 時半晴雨不論

2. 集 会 所 第 一生命ピル建築現場前

当 日会旗を目標に集合された し

潜函工法について

3.  申込締切 12月15日迄に会費 30. 00 添へ申込の事

0 本見学参加は絶対会員に限る

0 会員主主はお忘れな< 0 集合時聞は励行の事

1.  現在 日本でできるシ 戸ト パイルの長さにはある限度 た潜函工法である。即ち、基礎床盤のない地下室を地上に

がらり、かつ山留工法に対する危険や費用の膨脹を考える 構築して、内部基礎梁下の土、を中央より順次姻り進め、潜

と普通の階高で地下 3 階以上は無理であろう。従って本工 函体の自重が土の抵抗〈支持力及摩擦カ〉より常に勝つ様

事の如き場合は必撚的に潜画工法を採用せざるを得ない釈 にｾ部の土を根伐搬出して除荷に潜函体を沈下せしめ、所

でる る。 定の深さまで沈下安定せしむる工法でるる。

2.  都会の如〈、土地利用率の上から敷地一ぱいに建築 昭和9 年初工事以来、昭和13年までに18の工事の経験を

せねばならない場合は他の工涯に比較して最も効果的でる 得、その間12年には日本の、16年には米国の特許権を獲得

る。 して今日に至ったものである。筒ほ潜函工法の特徴 として

依てしかも敷地の周囲ば悉〈道路で交通が煩繁なため必 は

然的に潜画工法が採用され日々の交通量を阻害することな 1  工事施工に安全性がるること

く、順調に作業が進められているものである。 2. 騒音防止ができること

潜函工法にはいろいろるるが、こ こに採用しているのは 3. 土地利用率の増大

「特許竹中式地下構築法」と称するもので、従来の地下工 4  工費の節約と工期の短縮

法でるる「山留式工法」の紋点を有nう目的を以て考案され 等が記せられている。

日 本 建 築 協 会 会 勢 委 員 会

パンフレツト 「特種建築物関係法規索引 」完成頒布

ヒ基準法が制定されてから種々の規則が適用され関係法規を調べるのに大変煩しいものがあるので今

般 特 種 建 物 の 内 学 校、ホ テ j レ、旅 館、下宿、百貨庖、劇場、 病 院 診 療 所、 映 画 館 、 演 芸 場、 観覧場、

共 同 位 宅、寄 宿 舎、 公会 堂、集 会 場、自動車々 庫、公衆浴場等につき関係の基準法、同施行令、 規 則

並 京 都、兵 庫、 大 阪 三 府 県 の 条 例、細則 に 消 防 法工業 条 令、旅 館 業 法 、 公 衆 浴 場 法、風 俗 営 業 取 締 法、

食 品 衛 生 法 等 必 要 関 係 規 則 を 一 覧 表 と し 参 考 図 面 も 添 付 大 変 便利 と 好 評 を 博 している 、初 版 は 部 数 が

極めて少数でナから希望の方は至急申込みをお願いします。

内 容 菊版 60 頁上質紙 申込先 朝日ピル事務所叉は天神橋分室宛の事

会 員 ￥ 120. 00 会 員 外 ￥ 15v. ∞送車寺実費を以てお鎖ちします。

日 本 建 築 協 会
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建 材 審 査 の 件

予而申出のあった防水到j ウオータ イ ト議査の件ーは鋭意調査研究中の処本年 10月 5 I:l 為・資会の結果本委員会の規程に縫い

下の通り証明書を発行した。

品害事

1: ・品 名

1 製造社名

証 明 書

セメント防水部j ウオータイト B 号

株式会社 B 本セメント防水剤製造所
( 兵庫県生: 塚高台土ノ池北〉

昭和24年11月21日提出された資糾につき; 本会建材務資委員会に於て議貸の結果下記に依り 吸水度並に耐圧強度良好にし

て浸透遮断率高度なるものと認める 。

仁木証明は向う 1 ヶ年有効とする〉

昭和24年10月5 日
社 同 法 人 臼 木 建 築 協 会 会 長 竹 ! 医 健 治 @

R 本 建 築 協 会 建 材 答 任 委 員 会 委 員 長 置 塩 章 ⑩

ウオータイト B号( 15倍液入 モルタルコ 試験の結果

1 駁水度は大凡混入せざるものの三分の一程度。 2. 耐庄強度への影神は"ft ど認めぬ。

3 浸透水をi闘 す る 惑 は相当蔦いも のと認める。 以 上

目下審査中のもの、 や よ い 防 火 板 、 平 安 瓦、 ナニワ瓦新型、ウカ液防水剤、田島石綿) L . ーフイング、アス

タイル等、 情 ほ 新 旧 資 材 に つ き 向 上 発 桜山 た め OJ 多 数 申 込 を 希tを す る 。 当 建 設 資 材 の 審 脊 に 於 て の を 規 段 は

本誌、27頁にあります。
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返し、て益々イ宇オをｾｾ採

しつつある，ライトのこ

れは新作: こなる数会でゐ

る。場所はサボテ γ の野

生する，南医i カリフオノレ

エア，遥かに太平洋をfも

はるかす丘の上， さんさ

んと日 U: 獅くところであ

.， 

Q 。

f皮が近年得意とする，

30
0

と60
0

の交錯する 7' 7

: / の手法は， この場合三

位一体の教義にまさしく

適合している。しかも彼

は この教会の架構に於て

は，Y 形をなすレッド ウ

ッドの令成梁{ ( ' 用 L 、，屋

根薗色脅し、瓦とガラスで

主かれたいくつかの三角

形に分制する大胆な手段

に訴えた。 Y 形の構成は

ガタスの壁面でも細し、ト

レイセリ として繰返され

ている。皮の1曹はニ土地に

産する石積で、 その上に

植物{ t ' 植え，その中には

天井を照す照明音器具が隠

されている 。瓦主主の部の

天井は青色の吸音プ三テス

ター主主。

建物色庭図書十闘も未完

成で， 立面図 と平面図に

明かな通り 60択の高塔，

柱 廊，コ ξ ユニテイハウ

スが これから建て られ，

会堂の両側に今はまで/1、

さいレ ッド ウ ッドの植樹

はやがて大木となって，

その上o援 し、ガタ ス屋根

{ t ' 通してその柏会眺めら

れる様になると共に、妻名

い 日射しを防いでくれる

答である。
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建 築面積 延 1559. 77平方米 ( 471. 82坪 〉

1 階 576. 24平 方米( 174. 31坪〉

2 階 490. 39 ρ  ( 148. 34坪コ

3 階 471. 39 1/ ( 142. 59坪〉

屋 上 21. 75 1/ (  6. 58士平〉

構 造 鉄 筋 コゾ ク リー ト造 3階 建

"ト主主 白色 F イノレ貼、玄関短文化 石 及 ト

ラパ ーチγ R占

内 装 玄関床大玉里石貼、主要室 リノ F イ

ル及リノリユ ーム敷、其他抜耳E床

控腰テ: 7 ゾ ー、タイノレ貼、: 主要室

は積ベ ニヤ腰羽田貼及

壁紙R占、上部クラ フテ

ックス塗其他フ・ 5テスタ

ー並ベゾキ仕上、天井

主要室テ ックス水性ペ

ゾキ主主主主他* ，' ，生タゾポ

叩仕上

設備 媛房、 給湯、給排水、

消 火 栓、衛生、瓦新

電燈、動力 、電動リフ ト

選手宿泊室

自 車専 車

. 6-.  

ココE 館

位 置 神戸市王子ー合区坂口通二丁目

設 計 置 組 建 築 事 務 所

建 築 主体 工事 竹 中 工 務 Ji5 神 戸 営 業 所

媛 房 給 水 工 事 須 賀 工 業 株 式 会 祉 事II 戸支底

電 気 工 事 浅 海 電 気 産 業 株 式 会 社

家 具 工 事 会 資 金 本 土 松 谷 製 作 所

装 飾 工 事 大 丸 神 戸 底

工 期

昭和田年9 月1] 日~ 昭和26年7 月18 日
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正 面 玄 関
3 階 談 話 室

平面図' 説明 第 1 階 10 炊夫火夫室 G.  専務理事室 第 3階

1.  宿 舎 受 付
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開 成 鋼 材 株 式 会 社 .

応 接 室

宿 直 室

見 本 室

尉 房

会 議 室

食 堂

社 長 室

既 設 111 /iII 

延 289，660坪

大阪市東区南本町三丁目三三

清水建設株式会社大阪支庖設計部

鮫計 木 村 精 一 ，

構造 ｾ旬＿良貞彦

主 体 工 事 清 水 建 設 株 式 会 社

電 気 工 事 近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社

衛生

援 房 工 事 須 賀 工 業 紘 式 会 社

銅 製

建具工事

建築面積 1階 87，250坪

三 泰 貿 易 株 式 会 社
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建物の防災補修と老朽補修事業の経済的効果の推算

〈併せて、 最・近に於ける建築経境研究の概観〉

1  建 築 経 済 の 諮 問 題

従来建築界では建築の純工学的問題，例えば建築の材

草寺，繕造，設計，防火事事に関する技術的問題の研究や文

献は極めて多いに も拘らず，建築の経済問の考察に関す

る文献応遜め て少いこと は日本だけのこと ' 0はない| 条・で

ある。私の知る限りでは，我国' e : 建築の経済匝iの組織的

な調査の必要が痛感されたのは昭和初年の失業救lti 事業

の効果測定γ 際し建築工事の扇侃j - i i t . の縫定が必要'0 らっ

た場合，戦時中の軍及び軍需工場，労務者住宅の急速建

設や防空工事の計図のあった時及び戦後の住宅需要最や

建設計画が幾度も作成された時，叉，戦災郡市不燃化が

唱えられ乍ら，我匿の建設偲カぐ資針及労務供給力〉の

上から如何なる計画が可能であるかを考える必要があっ

た場合等である。近年，公共事業としての住宅建設，都

市計画， 河川及び道路等の司喋の経済効果を明らかにす

ること の必要や都市計画事業に於ける受益者負担額決定

の合E理化の上から，道路蜘隠や各種都市公共施設による

経済的利益等，都市計画事業カ守行民に与える経済的効果

の解閉が民主的政治の淫用上の必要から唱えられる様に

なって来た。筒，叉，昭和初年の頃・であるが，高矯是清

が商工大臣の頃，建築' ; fe計が景気変動のパロメ ー々 ー た

ることを強調して，爾来，建築の新築統計コが始められた

が，日支事変以後，終戦の年法は中絶 した。

上記の色々の建築経済に関する命題は多〈要望されて

いるにも拘らず，これに答えるべき調査 ' 0科学的根拠あ

るものは極めて少い。

元来， 建築政策，住宅建設計画，都市al濁ばこれら建

築工業関係の資材の生践力や国内供給力，労務源，失業

救済効果，住宅整備による労動力の再生箆的効果，都市

計函によって生ずる市民の経済的純益等を綜合勘案しそ

の上に立って，計画を決定し叉関係工業育成計画も指

導 L奨励せねばならぬのであるが，今日我固にはこれら

に関する科学自宅基礎ば極めて少 し 守. 実，指導の科学的

基盤がなL 、。

最近，公共事業の経済効果につい C英国のケインズ派

の新らしL 経 済学の研究カ唱え られ，数理統計の進歩と

相倹って，建築経済方面へもこれらによる寄与が期待せ

られてはいるが，我国では未だ具体的な研究や成果が出

ていなL 、。

数理統計学者の夢想によれば，住宅，建築の凡ゆる統

計が精密に整備することが出来たならば， 住宅問題の最

も効果的対策は統計学者の手によ って指摘出来ると云ろ

藤 田 金 一 郎

;催であって，住宅対策がかかる科学的な基盤を持ち得る

橡完全，将軍管な住宅，建築統計が得られる様になること

は殺に慎ましいこと でらる。

2 建 築 統 計

我国近年に於いての建築の統計，調査や最近に於ての

建築経切だに関する研究成果について若干の考察を試みた

し、。

仁A コ 建築統計。建築学会等四会連合建築統計聯合委

員会i士昭和 7 年- 15年の院の主要都市の主主功荷積統計，

工事資，建築物悩J旨数，建物種 目別単価 指数 を作成 し刊

行した。: t t 後，建築統計は昭和O年 C終 戦〉迄中絶 し

昭和21年より戦災復興慌 て後に建設院，建設 省〉により

調査され，叉，建設省住宅局建築統計年報及ひ安模動筏

月報. 及び透設省建設統計年報と して出版されている。

仁B ) 住宅調査。我毘最初の大規模な住宅調査は昭和

16年 1 月現在調，厚生省全活局 「大都市住宅調査J であ

って， 6 大都市を始め，人口20万以上の都市，其他4惇 E

市の住宅の CI!J. 用住宅及各種併用住宅コ の戸数， 所有. 8u'

ι持家及貸家等) ，居住人員別，イ主室別戸数，居住人員別

民数別J..:ifj{， 住数別居住人員等が報告 された。

昭和16年 1 月現在調厚生省生活局「工業都市住宅調査」

も同時に行われ人口略々 10万以下の中小都市仁14市町〉

に亙り rrわれ，所有別，職業別，用途別，居住人員iJ lL

室数別，権造別， ｾ Ｎ皆数 ＷＳＰ ，敷地面積別 ， 延坪 ｊＮ ｬｏ ，行Ｂ 数別

に戸枝ヵ: 各都市毎に報告せ られた。

これによって当時の住宅状況が把墜出来ると 終に其後

の住宅対策研究上の電車5基本資料と なった。

C C )  昭和23年 8 月 1 日現在，建設省住宅局の伶宅調

査{ 士会国約悉皆調査であって，住宅数，居住人員， 各被

1 人当性狗， 1 戸当患をi ，用途別及建設矧別住宅績が革審

fti せられた。

ζ Dコ 昭和24年 9丹 1 日建設省住宅局「国庫補助賃貸

住宅実態調査，昭和21- 2 3竿度建設のものの中よ り1243

戸の抽出調査で，世帯員，生計費，入居前通勤時間，居

住密度，住宅難の理由，現住居に対する意見等を報告し

た。

ζ E コ ヌ臼ヒ地方農山漁付住宅改善調査報告嘗 C日本学

術 擬興会第20小委員会一委員長小泉親彦ーが問潤会及び

東北穣興会 η 協力を得て調査 し 昭和16年宍j待〉住宅の

現況調査，住宅の改善，集落計画，気象，防災，標準{ 亨

宅設計図等を含む。

仁F ) 共f也， 日本学術豊百興会第27 仁衣住問項〉小委莞
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会報告「住居家屋の調査成績J ( 伊東恒治〉の全国的サ

シプル読査があ り，災害統計については明治以来，帝国

統計年鐙に災害笹煩別戸"#1: ，坪主訟の内務省統計があり ，

戦後，国家消防庁及各都市で行った火災統計がらる。叉

東京都統計年報には地区別，建物i若造別，用沿別等によ

る建築現況統fifがある。

3  住宅建放とその経済効果

公共事業の経治的効果の一主主として，住宅建設及び戦

災都市計画事業の経済的効果が研究ヰ珂1として問題とな

って来たのは昭和23年頃からであったが，建築経済委員

会が日 本建築学会内に設けられ，新海↑ 吾郎 〈建設省，建

築研究所〉等の協力によって公蛍住宅建設事業の経済的

効果が取扱われたのは昭和24年及25年度であり ，その報

告が建築経済委員会「国庫補助賃貸住宅建設の経済効果

に闘する研究報告」にまと められている。 仁研究細目{ 主

文末文献く12) - 仁15) 参照) ，間報Zi ーは東京都蛍について主

として昭和25年秋に於ける調査によるものが多い。英報

告の要点中，注目すべき事羽は次の通りである。

〈イコ 生活水準の低い程，住宅困窮度は期すが高水準

惜 館にも相当込る。

〈ロコ職 業別に見ると，経蛍者約仁 Ｑ 人当り生活費 ｾｬ

剖円) 34. 7% ( 最低) ，自由業，民間職員，官公職員，前j

人， 労働民営 仁74.4%) 仁最高コの各燭は此) 1 僚に生活費漸

減し，住宅医務度は漸増する。

ゃ っ 学 歴 の高い局程，困窮度( 士低し、。

仁ニコ戦災者か，引揚者かの崎県によって困窮度l i 幾

らも具 らない。 5 年間に経済力等による住宅再配分が行.

われていることを示めず。

〈ホ) 1 人当り 生活費 2，印0 円以下のj留には過密に悩

むも の多 <， 6，000 円以上の，習は別府， ＩｩｦＭ ｾｽ ， 家賃等に

悩んでいる。

〈へ〉家賃 1，000 円に対する有効需主主は l性格生活費6，

000円以下℃は17%，1，4000円以上では51%。

ζ トコ東京都蛍住宅入居者で li ，性格当J欧入 8，000-

10， ( 削円周最も多< ，6，OOOP- J以下の崩より 10，000 円以

上の層の方が多く入居ー している。叉， 2.  5  ｾｉ 市 Ｑ 人以下の

世符が入居前8 0 %もまbったのに対し，都蛍f] : : 宅にス居後

は39%に減少 し， 過密住は跡、著に改善されている。但 し

租l'l 訟の場合，通勤時聞は殆ど短縮されていないのは者g1首

位宅の敷地難を物語るもの℃ある。

仁チコ都蛍住宅入居者の家計分析によると，東京都C

p ， 5 ，に比し， 位居費E幸司過大と飲食物裂の過少が目

立つ。一定収入世帯が久居茶他によって住居費の増大が

おこると，主として食料費特に副食物重量を圧迫すること

が目立ち，被服費，文化費にば大した影楼を与えなし、。

今，生理的に是認出来る食事司費に昭25年1. 0月- 11月〉 を

前提と L ，上記調査ど参照して』人家主主. ' " { ; 750 円の家賃

にスり得るのは実I投入11. 000円以上℃ある。
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4  目下の住宅老朽と其の縞修

建物( 主戦時中〈昭和13年頃より今日迄約13年度〉物資

労致統制と物filti 変動のために某の条理が殆と怠られてF ，l i

り， 英の結果，経済的見地からは当然行われて居るべき

修理がなられ，老朽( 士極めて著るしく，住宅問題の上に

大きい問題を投げかけている。新海悟郎仁建築研究所第

一 1 研究部〉の研究はゑ; の傑な主要な示唆を与えてい

る。( 但し，対策については著者の私見を加えた。〉

戦前の一般経f高水準では主家の土台，柱下部等が著る

しく附ラし同時に1 I ! i ' 地板が著るしく蹴ラして屋根の主主幸

えが必必となる頃. 概ね建て替えられていた。此時期に

達 したのを今，老朽家屋と呼び，かかる建物は外柱の% が

荷重に耐え得ぬ程に腐朽したものである ことから，かか

る状況になっているものを老朽建物として調査された。

仁ィコ京者j( ，金沢の様な古< E I . つ非戦災都市では 9 -

ＱＰ Ｅ ，羽治 ｾｾｾｬ から発達 した 多雪地の札幌でーは ＳＶＥ ， 戦

災市仙台では16%であって，各都市の建物年齢熔成とi祥

造法及環境条例ーで箸る' し〈 異なる。然し，全般的に見て

15- 34年前く20' 下度〉に建設されたものが企郡市共約半

数を占めている。

ζ ロコ年l I f ri と共に老朽ヰJ は上昇して行〈傾向は当然℃

あるが，上昇ヰ:は都市により著るしく !p.: なる。金沢{ ま紋

もｩ［ｙＱｉｾ ， 札幌は最も台、℃窪めて，粗雑な表現としては〈

老朽ｾＮｦ Ｅ Ｉ ］ ａ xC経過年数〉と置いて ，A = 0. 2C金沢〉

O. 3( 仙台) 1，4( 札幌〉である。札幌は特例を考えられる p

全国民 Ｑ Ｑ 佳定は正 ｩ￬ 百には困難であるが ， 老 朽 ｾ，Ｇは Ｑ り ＭＱＵ

%と考えられる。

心っかかる老4・5の著るしい顕在住は，戦前ならは当

然，修理叉{ 土建替えられるべきものがそのま L 政資され

ているからである p

今，京都品市都心部! の如< . 既に古くより建物の飽和し

た地区についての見本調査によると，日露戦争より昭和

10年迄の30年間の平常般に於て，毎年建物の平均 2 %絡

が建て替えられたことが明らかにされたと同時に，昭和

10年以降の住宅建設盆が箸るしく低下した〈上記.SV;1i i期

の約1 5) ことが明らかにされた。これは上述の戦時中の

建替え不足の結果として，老［ｪＺｾによる建替えが一時に殺

到する! 時期を予見せしむるものであり ，或怠E本のm2-の

住宅難時代を予想させるものでｾる。そしてかかる現象

は勿論京都だけでない答で・あることも明らか勺ある。

〈ニコ戦災都市の現在の年齢構成は若いが，それが概

ねバラック復民でるるだけに今後数年にして，其命数に

達するものとすれば，京都に近い将来おこると同じ司王が

全国戦災都市にも近い将来に来るべき笹であるから，ム ー

言己の第 2 住宅鋭時代{ 士会民自セのものと予想すべき℃ゐり

パニック切抜けを容易にするにはこれに対策'i 一刻も速

かに着手すべきである。

仁ホコ叉，修理として第 1 にわわれるのは京都℃は住



の恨制本' ( : あるが，この点のJ 品査に よると，根継{ 士平常期

には毎年建物の平iモJ - ! %宛行われたのに対し，昭和16年

- 20年間にはそれが半減していて，修理が近年著る しく

M: 、られていることを物請っている。

これらの対策として，家主に対 し， 低利資金の融資等

が必1嵯ぞらると考えられる。

京都市の住宅につし 、ての調査によると，所要修理裂が

再建建築費に比し10- 30%を要するものは腐朽が可成り

進 んだものでるるが，これが京都では全住宅の43. 9% を

占めている。 30%以上を泌するものは戦前では通常建替

えられていた所の老朽家屋℃あって，戦前ならば借手も

余りない程度のものである。即ち，現在修理をすること

が経済上必要と考えられるものが全住宅の半数弱に及ん

℃いることは電要問題. . ( : : あり，融資のE と重要性を示め

すものでーある。

5  防 災 補 修 と 其 の 効 果

上述した建築経済に謝する諸問題の他に建築の災害予

防事業の経済効果の J'j J . l は今日一つの最も重要な課題で

あろうと考える。

衣国の建築に災主が多< ，英国民負担が大きいことを

明ら かにすると同時に建物の防災改善に要する負担が有

利な投資でゐることの経済拘引匁. が明らかにされること

が必袋である。

仁ィ コ 紗 し い 火 災

服部j の: f X嗣建物の総計5[: 12300万Ty. 仁内， {:主家2toI3200

γ ) j浮〉の内，戦火によ って失われたもの76007i Ty. ( 14， 4  

% ) 仁イ在家20971戸〉であり， 終戦後約 2 ヶ年間では270

7i TTが火災 と風水宮とで消耗 しており 同期間の建設丞の

半分に相当している。明治17年以来の建設災害統計を整

埋分析の結果，長期 .y均で〈関東震火災を含み戦火災( 主

除く) 2ω 万坪乃3i 250) j l 平和! [ の建設が年々災筈で消耗

し， 約半分が火災によるものでるる。昭和年間に入って

以来消防の発達と共に，火災消耗は一時漸減し，戦時中

家庭防火1許の普及と共に一時火災( 1 : 滋少したがれ I民後{ ま

幸子明し，飯岡 ，那力員長，幾春別，青森，下関等大火お1発

し， 各土{ j l の官公庁舎，学校火災と各地のマーケット 火災

が憎 し 事国各，広島，沼f季最近父黙海，上松等大火が版

発 している他法隆寺，金閣?F等重要な文化財の焼失があ

るの叉，一方，炭山村iこ於ける移しい件数の小火災( 主主計

聞には動ち されず位入か らは注意 されていないが消泌畳

は全火災消耗の半{ まを占め，寒心にたえない情況下にら

る。百ijarJ ，長期統計によ る建物災害消耗 ζ 火災，風7Y- .

E3. 災〉による国民の負担( 1 : 年 4 少なくと も時価1000億円

〈建物及効瑳の復旧費と業務停止茶他に因る二次的損失

を合めて〉 即国民一人当の負担ば年額 1，2∞ 円を超える

ものとf餓寄せられ， 芙約半分が火災によるものである。

〈ロ 〉 わが国火 災 の 特 性

由来. 1主嗣℃は人口一人当 りの出火度数{ 土欧米に比 し

て緩めて低率であって，年 2 万件程度であり，米国( 1年

59'jj 件 ( 1945N. F.  P.  A 報告〉で， 人口一人当り，

我国の15j当に相当するが一人当りの領害額{士民度 仁所得

額，住生活の程度を 1 対10 として〉考慮して計算すると

孜副のそれに較べて 3 分の 1 となる。此IJj:央( ま次の事を

芯1はする。 fm火の用心( 土日本では極めて訓練されている

けれども 一度誤って火事になると 英損害{ 士極めて大きく

なると云うことであ る。米国でも郊外や農村で( 土木造 建

物が多L ・が， 者f; 心密集地- ( : ( 1可成以前より木造が禁止さ

れてい， 都市に大火災が少いことと， 消防特に火災遜報

と市民の協力，火災教育がl'子届いていることの放でらり

此点では明らかに我国のそれと 絡段の相巣がある。

Z入白過で も，建物其の他の改善によって，火災損淫を1，・2

乃.x1i 3となし得たならば， 国民経済の改ー警に主託する所( 1

ｉ 認めて誕 ｫＺ ＨＺｾ る ことは明らかである。

関東大火(1世界最高記録でるり ，焼夷火災{ 士敗戦を決

定的にした。従来，都心密集部に木造を禁止することがー

出来なかったのは唯単に民度が低いからだけではなし

l保育u(1耐火i盆が木造に比 し著 るしく高倒仁木造の 2 倍半

〉であったことと，市民の防火上の責任観念や科学的知

設がおく れているためであった。我国の燥な大都市及超

大都市〈六大都市等〉が殆ど危険極ま る木造で埋められ

ているのは他の文明諸国Jこは見出し得ない様である。

(，、〉 建 物 の 弱 点

今や，木材 {ま周知の遥り，多年乱伐の結果，山林荒廃

し 治山，治71 < の上からも ，比上の乱伐は継続ずべきで

はないことと，今後の不材資源、の開発のためには奥地へ

のi司. .'心開発に少からぬ資金 と巡搬費のI的大を余儀 なくさ

れる現状とに鑑み，木材の消費節約( 1 : 極めて亙援であり

木材 ( 1オJ ヰ'(:な くてはならぬ方而へ高度に活用する必斐

が強調されねばならぬ現状にゐる。庶・民用住宅等につい

て， ヨゾク リ- 1・造対木造の単市此とは2， 5語、ら 1.51こ低下

し， 両者の差 ｾｾＨ土少な 〈なっ たため，コ ＺＯＱＯ リー ト 造 ＧＱ

火災保険料当E が10額 . C; ! D ることと耐久年数が長いことの

ために，長期j経治計算ではコゾクリー ト造の方が有利と

なるに到っている。但しこれは，コ : / 1/ リート造建物に

於ける民材の節約，殊lこ仮粋別木材と鈎材との節約に充

分合理的な研究と注意を払った設言j ＧＨＺｾることを前提と

している。向此Lili:伽i耐火構造{ 土小規僕建物については各

組. ' ) * が研究せ られ一部実施されつつあるが， 多層建物

につ、、ては今後の研究を要す る問題が残っている。

〈 ニ 〉 不 燃 イ む の 要

以上により， 国土資源の保存と高度の活用の上からも

叉，国民個 4 の経済の上からも 木造建物{ 主コ : / 1/ リート

造に上む し不利，不経済であることが朗らかにされたので

あるが，まEに問題 となるのはその建築資金がたとえ数割

にしても木造よりも 高価であるため，今 日疲併している

[14民個々の経済ではれ但 し切れないため I Pf: 時五に奨励叉 F
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ば法的強制 ｪ のみを以・て し ては特別資力ｾるものの他は自

力だけ'Cは，コンクリ 戸 ト化は困難である。今日，敗殺

後の住宅の応急建設期も終り，これら忽造パラツグは波

年以後次第に某命数と逮 L 改築を余儀なくされ，次第

に本復興の段階にスらんとする際でばらり，叉コシク リ

ート 造の有利性が特に顕著になっている此際，比較敵艦

洛カのある商業地を先ず不燃化する好機である。万ー，

此健推多し蒋びコ Y P リー ト造による本復興を見送る

機な結果 となるならば，国民の災害負担を軽減する好機

を血 し，憾みを長〈潰すこととなる乃島ろう。放置すれ

ば，国民は差当りの資金が少いために，木造建築をする

結果叉災害を繰り返 し 不経済を111ね，益々責因に陥る

と云う，所謂，食乏人のジリ食経済の悪循環をたち切る

ために国家，公共の資金による建築主への援助が要諒 さ

れることとなる。

仁ホコ 防 火 殺 造 の 要 点

以上ほ今後新築する建物についてでらるが，現存する

笥集木造市街地は芙鐙に放置十ることは公安上危険でら

り. ｻ困 ｨ の所有者にも甚だ不安 Ｇ ｃｾ るの勺，特に，火災

危険の多い地区に早急に即時家屋の防火的改善を施す必

要がある。板強り木造家患勺密度が高< . 且つ，各建物

の平均床国笥が大きい仁長屋の様に〉程，叉軍手立主に隣家

と密接 している( j l }j/苫街の後に〉処は家屋密度が高い程

火災の統計，分析の結果は，火災が大規模に鉱大する機

家が大きし、。この対策として最も経済的に防火改造を施

重量者表 1  

すには事情の流すli良り細かに木造建物群を防火|丞!!l1J L C

出火がおっても各/J 、区訓内で火災が! とまる様にすること

' ( ; ある。その兵体的制却げま主には省時するが，軒並市街

地割 封 印 凶1止壁を場所により 10 ＯＱ｟ｪＺＧｦＮＧ＿［ｏ 米位毎 ｾＮＺＺｬ 拝見 ｪ と し

叉狭い道路の両側外壁を防火処理して部告を超えて延焼

するのを防ぐことは箆易且つ有効な方法である。街，消

防通路の開設， 7. K 利の確保をも併行すぺきである。上旬

の織なj1j 区防火区t ¥l Ij工事及び外E芝山火処理工事の実施は

支持区の建築所有者の相互共同の責任であるが，一方，

市民相互のill 大な利益にも関することであり，各自に任

せておいては集団的改修は出来ず，集団改修をせねば効

果も少くなるので一方強制すると同時に他方，国宗公共

の資金で此事業の突施を媛助することが袋請されるわけ

である。この儀な密集地区の防火区" J DJを施した街区では

4- 5 戸以上の火災は大部扮防止 し得るでるろうから，

火災規模別分布統計 ( 35) を参照して概算すると ，かか

る街区の火災消耗は半減するで; t o ろうと舵算される。

そしてこれら防火改善に裂する工費全国計 1，243 { 者円

〈毎年 124 億円) ( 参考亥2) は20年間に予防し得られる

損智頓 ｴ 孔 Ｙ ， ＶＹＲ ｻ＼ｬＺ 円 〈 参考表 Ｑ Ｉ よりｊ［ｬｾ出〉の ＱＵ ｾ［ を 種

事を出でないものと概算される。即ち15の 般 に よ り 10

0 の釦告を防止し得る計画' ( ; あって個人にと っても有利

な投資であり ，公安の見地からも重要でーある。

〈筆者 建 設 省 建 築研究所長〉

年代別建築量及び消耗予想l i l : ( 推算藤田、詳細文献35)

終 戦 時 昭2 2 - 9  
昭 ｾＲＭＹ ＨＧ ｪｾ 万 ｪ 京 ｅfギKコt  

新 築 量 i沼4 2 - 9 削〈 昭 4 2 - 9 存 花 氏年 代 区 分

存 在 最 存 在 最
災仁 害1' f l S朽除却

く万. Df ) 仁万坪〉 仁万生年〉
f コ j. _C_gコ

〈万f'!e)

12，2∞ 仁木〉
4，4α) ( コンクり ー トコＱｩＡＺ ｾＲＭＹ Ｍ ＴＲＭＹ＠

4，4∞ 〈ココ
262 I  16. 1  

12，8∞〈木造〉

終戦- 2 2 - 9 1，120 
に%プ〉 1，120 157 I  450 513 

19- 1  終戦 9∞ 仁19. 7)  9∞ 制， 2| 山 51 ミ「
397. 7 

ー 一 一
13- 1- 1 9 - 1  4，7GO ( 9.  2e)  4，239 4，177 417. 7 62. 5 3，096. ! > 

一 一

昭3- 13 10，300 ( 17. 55)  8，010 7，908 790. 3 12(J 6，997. 2 

大7 - 昭3 9，250  ( l 3. 00)  (; ，940  5， 864 5鋭i .1 HrJ  5，176 

一 一

明41- 大7 8，050  ζ 11. 55)  5，:260 5， 197 519. 71  1117 4，490. 3 

グ 31- 1/ 41 7，050 く9. 4(Jコ 4，280 I  4，228 422. 81  :277 3，528. 2 

1121- ヮ31 6，3∞ ( 8 . 4 1 ) ι 8 4 0  I  3，794 379. 41  297 3，117. 4 

ー一一一一-1

1111- 11 21  5，600 く6. 93) 3，150 I  3，112  

236121..2 91 

172  2，G28. 8 

II 1- 11 11 5，080 |三4. 51) 2
，側 ;

2，029 153 Ｒ ， ｾＱＲＮ＠ 1  

明 治 以 前

6，2G2  

計
( 100)  40， :2uu 46，756 

I  
5，018. 2

， 
2，995. 6 

51，541. 9 仁木造コ

4，4以) ( コ: / グリ{ トコ
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2  

防災補修事業 昔 Ｑ 画［［［ｴｾの概要〈詳 細 文献 ＳＵＩ

挙号 | 目 的 | 内 容 |適用割 合 適 用 床 面 駅 万 刷 工 事 制 単 価 |工事費百万円

1  I火災拡大防止 |正 義 鰐J 大塑建物及I 0. 15 !  7，ω  |  怖い川百五I 7，675 

君主モルタノし塗 I  O. !l 5  I  11，7ω 5，850万t'F 130円坪 36，9∞ 2  I延焼防止 1屋 根 不 鮪 |  - 1  2，側 2，切り J ，OOO府 25， 側

3  I出火防止 |火 例 扱 場 所 防 火 声 援 0. 05  w o  J  叫 制 ケ 1万円ケ B 久675

二 ｉ ｾ 型型慣踏ま ｚｦ ど竺 ｉ ｾ 土 Ｍ ｉｅ 竺 ｉ 19，5竺7 1 5 2 Z

5  I耐風械 処 理 |筋違相M 緊結金物 I 0 初 4 札 制 I  700万戸 3， ( ) I)O円ヶ|

|号 10. 4ω |

会考ヨE

2，9ω 

21，αM日

ｾＶ ，似ＩＨＩ日，以)0円ヶ ，3: ! O万戸

土台、位、屋根繍修

〈物価、昭和24年〉

腕.f' j 補修
。

重量考女献

1 臥1

2 ρ  

。 11

4  '1  

5 哲

I 芭

6  11 

7 新

8  11 

9  11 

新

松

語

松

新

'I6: 

青色

彩f

wr 

必3

扇 田 信

衛 山 京

谷 宣 雄

志 賀 栄

谷 定 雄 建物の減価函数について
報4

ρ  
建物の悩絡と耐周年限について

。報12

徳 永 沼 級 建物の経済的耐久性と使用価値算定に関する報行 i 報5

内 山 諌建築事白書誌に於ける国の役割
報13

警 護 実 実 京 都 市 に 於 け る 木 造 住 宅 の 鞠 酬 に つ 川 』護軍一昭'24 11

H  
京都市に於ける木造住宅の老朽現況について 86i宇一昭2411

舎器市に於ける木造住宅の霊 ｾＺｉｪ 現況 について 8均 一 昭 お 11

u  
札幌市に於ける木怠住宅のJ 湖 町 づ い て I t  10均 一昭25

均台市y 塩釜T行， 下巻市木造f土壬割 J 現況調査緩急E 四 県 土 木 部 資 料 昭25第 一 研 究 部 九都市木孟主任毛年齢ぽ成調盆報. -.
建l V : 資料昭25

新 海 官 民[¥ i呆刻化した都市木造住宅の割ワ現状
: 建事長雑誌昭25ー 7

日 本 建 築 学 会 建築経済統計資籾
B 51  

建 築 技 術 研 究 会 建築の防災 〈昭24年 6 月建築研究所妓術活習会〉 昭26年6月，丸善戸j行

報は日本建築学会研究報特集。建要は建設省建築研究所要報。* は国家補助賃貸住宅建設の経済効果に関する研究 :

報 告昭 和26年 3 月号。 〉

報3

1 報6

1 報7

l i報8

l 報2

0 報4

報7

報ヨ

報 11

報13

家屋年令に於ける民家若手の考察J

奈良市民家抽出部査方法の実際

奈良住家 の傍造的耐用年限について

奈良民家抽 出調査概要報告

京都市に於ける木造住宅の老朽現況調査
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建 築 労 務 の 問 題 に つ い て

仁1 ) 前 言

建築材、斜と共に建築工事を組成するこ大要素のーつで

ある建築労務lt . ，常に建築工業において経済上また社会

上大き な問題を提供 して来たが，その問題の様相It. ')g' に

その時代の世界状勢や圏内mmを反! 決して刻々と変砥 し

て来たので ある 。 ｦｴｮｾ 被官 ￭ｪ においては封建的下諸 制度 の

蔭に極言すれば中間搾取階級の対象として広汎な低賃金

階j需を 形 成 し 特 異 な労務者と してあるがままに 問題税

され研究されていたが，戦時中には労務動員体制の一環

としての建設戦闘隊員として，主に勢務者の皐4 の問題が

大き 〈とり上げられたのである。これに反 し 校 後 に お

いては，む多吉平として起る民主主渓的風潮の下に，事長方制

度の急車設な没落Jiil 駁，個人としての建築労務者の自覚，

労働運動の勃興，更に高級建築の復興等に伴い，今や建

築労務の問題はその質とそして更にその組織とに汚点が

おかれる様になり，技能絡付 . : i を成・賃金・厚生福軍11 ・

鹿{¥l 形 態 ・歩谷川 ・能pl "等 h の而iにおいて，下山制度に

ｾめられることなし労銘儲ー直僚の問題として第一義的

な重要性を稽びるに到ったのでｾる。

蓋 しこの様な傾向をはっきり 認殺 し 之 に基いて建干名

労務の質と組織とを向上し近代化するのでなければ，建

築工業は如何に構造理論が発達し素晴らしい建築材斜が

発明されても ，それに比例した発達手展闘を遂げることは

不可能可きらり ，依然と して資本主義時代の奴 殻労働の集

f A または封建的手工業とのそしりを免れ得ないであろう

楼 チド 良 a.1t 

〈争〈 Jら入YM; f:決することに上ぐと ，Ｍ ＮＧｾＺＧｦ 干 的肉 体 ＡＧｉ り ＮＱＱＺ 労働

を機織を使用する知能以:響労働へと質的に近代化、するこ

とによって達成される。f . ! ち筒徽巧妙な建築材結 ( i 之そ

すべて工場生産品とすると洪に現場における材料の混合

1毘担任を機滅的に行うことにより，現場労働はその多〈の

担分が完成された材紛の組立を主 とする不熟練労働とな

り，か〈していわゆる封建的名人的技能を機峨泊ｾｾ函的

技能によって代替 し ま た， 1' 1' - 業を機械化することによ

って経験的多能的技能を理論的 i(ii 跡見交能とイじすること

ができるものであり ，ここに建饗労務技能はまずその対

象を容観的に近代化される こととな るのであるわ

かかる過程を経て現場に尽された建築労務は次に内閣

的に近代化されなければならなレ。 l!i J ちここに労働科学

を建築労務の聞にとり 入れ，レわゆる 「作 業 研 究J (  

mot i on  St udy) と「時間研究J ( t i me St udy) とによ

って各作菜を袋素的に時間的に分析 し更に綜合して標，1句

作業法を限立 し 之 に基いて襟$ ' 作業量を決定するの' ( :

ｾる。

そもそも敗戦国日本の労fi f i ! ; 怠. q! i 訟が労働時間にのみi I :J

Ｑ 浪を置いてゐるのは片手落ちと云うべきで ｾｉ ＿，一定的

問の労働監を定め且つi1i f校時慌のイ上: : J f A: に対するj長少" 良

度の賃金を労働の穏顎tこlぷじて規定 し，その上で小f立時

間の仕lJr盈が2間主労働盈に逮寸る場合の労働時間; 宏志liifi

法の中に定めるべきである。 ここに時間研究と fl '-. : i に研究

とに基いた建築の標準作業法及び1 ' 1 ' 築設制定の J，f，体 的 な

: ほ義があるのであって， これによって徒らに盆に11i : きそ

( 2 )  建築労務の質について 程いて質の低下を招来する併g の多い出来高賃・金!1mを，

Il Pち先ず第一に建築労務の客間的な質を近代イとするこ 質にm: 点を程いた定額賃金! W長移行寸・ることが治めて終

とが必要である。之は材 籾の生i l 1 i を可及的工場主主陛に r_ t 術的にも可能 となるのである。

し 現場作業をなるべく工場作業に委ねることによって 建築工業が近代的工業としての市治 ｾ［ｻｬ を発揮するには

現場における建築労務から製造的な仁例えばコンタリ ー 個々労働者の特殊な熟続強H ち技能の特別な個別的発符

トの説合混線〉労務及び加工的な( 例えば木材の加工〉 よりも，摩ろ均斉のとれた技能の集同としての畠: こそ最

労務を可及的に量的に減らすとす1，に，施工機械をなるべ も必要とされる所でるり，所も多政の未経験労働者をし

理 想 的 床 材 料

リ ノ リ ユ ー ム リ ノ タ イ ル

特 製 P ノリ ユ ー ム 糊 Y ノ Y ユー ム ・ワックス

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

本社 ・工場 兵庫県伊丹市伊丹五五入 電 話 伊 丹 ト 51 ・69

大阪準務所 大阪轄 区諒 芳F37戸l ピル 東京支庖 東京鶴央委費明71 J 荊l l:
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て迅速にその水準的技能をｾ￭Ｇ［ 鯨 させることが緊ねの咲務

となるのであり ，ここ に建築後能の襟俗化 とぼって建築

際却 Ｑ 作業法 の確立Ｎが ｾ訴されるわけでるる。

然るにこの方 面 の研・究ば従来我国におい ζ はｾだ乏 し

し建築の歩掛り と云えば各人の磁石家的統計資 I年| や点偽

に満ちた各種の事長［主等を廷として作成された ｾｴ 料が，何

の連絡もな〈各所に散見されるばかり '0 ，賃金の決定に

も潟' 負業者の見穫書の照合食定にも，之さ予の雑多な貸別

を各個に適用する所から，従らに ［昆 苦 ｌｾ こＷｊ＼ ｭ 論と従って

不明朗とを招来するのみであったが，今後建築工業を! 山

の近代工業の水準に引上げるために; i ，賃金の決定 ・請

負 ｦ￱ｵ 格の見積り 等建築工業経済活動の ｪ ｦ｛ｾ法な分野に著 し

いｾｾ紳を持ついわゆる歩樹りと して の慎 ｌｗ 作業むを，労

働科学的方法を以て客観的合理的に決定することは絶対

帥に必要でらる。

而して之喜多標準作業量とその 時iJ 提 となる傍 '1" 作業i去を

ほfにする為には，各作業の iill } j ( 乍研究J と「時間研究j

と含行う必要がある。五11ち動作研究に凶しては先ず各種

の作業を例えば次のｼ菜に分解して之を事務的に ［Ｚｉｾￚ 、求し

その中から無駄を省くと同時に必裂な動作を動ft経済の

b; U l リに基いて最も労少〈して効粟の多い町に改良 した後

組合せることによって標 'V1作業法を設定寸るの ' 0t.， る。

仁ij i. fな作業) ｃｩｦｾ 転勤作Ｉ Cjfi}J系) ( - 1 ' 1 ' ープリツグコ

一木材の 一 探 す

組合せ 「 C てて 戸ー! 一見出す

ーた工の窓 1  1  ? : ι 匂 』一帯 ド

枠組立 し釘打ち- : - f Jをと る し 三 か ; ;

i- .f J をうつ ｟ｾｾｉＺ＠ ｾ＠
一島γ ＮＮＢＧｾ＠

IJ くに時間研究に関してはWI こ現 (I: i'Tわれ 'C' ，、る作業事と

そのまま時間的に観測分析して浪費時間のj ; f - ぷに努める

と同時に，標準作業法に基〈標準時間をみの仰ぎ時間の

l符成によって設定することがた切であり，叉その目標で

なければならない。

，- 1¥1. 悩 正 味 時 間

「 準 備 懐 中 時 間 一j - ，j:"iJl il 余 裕 時 開

会際準作業時間i l  

|  一一一E1作業正味時間

」主作業標 Ijl; 時間

一孟作業余浴時間

そ して研究努力の対象は; j I l 陥時間山ちいわゆる段取り

に裂せられる時間と，不規律にDli れ易いi間際的な時間と

宙
服

W

士

唱

d

t

h

-
宿

W

3

M

M

H

S目

印

i々

武

弘

'g
、

可

申

本

③

⑧

'

A

，
4

4
川

山

川

内

げ

綿

一日

4

太

踊

し ての［ｾ浴待出 ｬｾｩ 日何に切りつめるかＺこ向けられる Ｚ 沢 ，ｾ

ある。

仁3コ 建 築 労 務 者 に つ い て

以上の如〈質的に近代化された建築労連更は次に建築労

務者・個 A の身心と結びつきそれ と一体となって考えられ

なければならない。ここに建築労務者の個人と して叉職

業人としてのすJ 坊が問題となって来るのである。建矯労

務者は由来その特殊な性絡として，いわゆる親分子分の

封建的身分関係によりノj、来的な義理人。Wrに厚い- j nj ，教

義の不備と相伐って権利義務の観念に乏し< ，無規律波

均な性質含有していると綜ぜられているが，建築工業の

近代化のためには先ず建き苦労務者たる商iJ に人間としての

近代的系主主を身につけ，社会的公正のな場における協調

j'n仰を品拐し，前述のk口き近代化された標準作業法を習

得して規則正しい作業に比事しなければならなL 、。それ

に対応する報酬としての賃金も，技能給付された職階に

ふさわしいね階給と，家放数等により定められた坐活苦f;-

との綜合としての基本給をもととし，それに作業総事及

び作業成績においた能当: 給叉は奨励給を加給することに

よって，一回二おいてち民三増進に対する度探的報奨と ，

i也市において段階昇; t : に対する希- q ; { 向上と ，常に両# 相

佼って建築労務の質的向ムを促進する如き近代的方策を

たてなければならなし、。

ここに建築労務者の技能絡付の問題がクロ ーズアッ プ

されて来るのでらる。官庁直仰の労務者については，い

わゆる職階級の設定に伴って一定基準による格付カL行わ

れている機でおるが，ー般の建築労務者については， こ

れに凶する研・究が戦争中に殆ど完成されたまま普遍的実

施をみることなく中絶されて今日に到っている o Di. し乍

ら技能の絡付を合理約科学的な基準によって全建築労

務者に対して突鈍することは，今日企電器労務の近代化に

闘する最も ｭ 弘，な課題のーヲ Ｇｃ あると云うべきでｾｾる。

ｊＱＡ‘ちｾｦＧＮ愉 ・ 体力・Ｚ手 ＺＱＱ 主 ・ 定錨負年数 ・ 性行 ・ 技 何 程度等 に

合理的基準な制定し，之に基いて各労務者を点数11i l J等に

よりよ来点、許制 ｩ し綜合的な Ｉｉｩｪｾ 階を決定し，之を毎年更新す

る等の方法によって適当に述営してゆくならば，労務者

のF客動や臨時F芸術にl捺しても常に合程的な賃金を支給す

ることができ，労務者自らもi f J ; 絶えず向上心をそそられ

13 



将来ヘの途が院かれて建築労基宮全体として の技能水準が

書記まることとなり，更に自然に自 ｴｾ 本の培進を競 う 結果 ，

草案工業の生産力が策踏自もに抱大する ことカ守{: ) ; 待される

の℃あ る。

( 4 )  建築労務者の組織につい て

次に建築労務の問題を建築工業盆体の上から眺めると

き付，建築労苦記者個 々の慌震は多数労務者全体としての

院患に発展して考えられなければならないのであって，

ここに建築労務者の組織 とし ての院穫が展開 して来るの

である。

かかる建築労滋者の組絃は決して従来あった様な税分

ヲ分の芳分的な縦のつながりではなく， q靭 Uの棋の組織

であり，建築工業の主体たる諮負業者叉は1制 t工業者と

対立 L た組紘' でなければならなし 、。と同時にy i . 在見られ

る援な， ｾｾ主主 ｅ 侭に近代劇であっても単に賃上け員争を

巌とする畿な組合でるってはならす，近代的な建築労滋

乏の組合としての特殊な機能を温もものでなければなら

なレ。且j ] ち賃金情」勉 ・l￥生慌弘その他建築あ ai. 名の位会

a' - _経済自宅地歩 の確立向上を目 的と する{ι 白下杖おを叫

はれている技官E工の主主成 と，:Iil:自も質れにill 込i色t2しなうち務

供給をその大きな毒 ｩ 楽 とし，更に商 ｊ 述の主主吉 ｅ 柏村の ｲｾｴ 鎚

をも担当すべきでるる。これによ って払めて主主祭労務者

の組合も会建築労務者 を登録、北極 L ，髭負業者 と併立し

て建築工業界の一大隊動力としてその霊安な依命を呆 し

& る様になるものと伝ぜられるのでらる。之をアメリカ

ｴ こ 徴 して 見ても ， アメリカｾＨＨ 土居ＺｩＮ Ｑｫ会とう ちぬ組合 との

院に基準芸員総が定められてffi り，その中に f'!JH量組合は

との契約の干与する限り mに適当にわわれ- C ¥， 、ゐ必 1) ，常

にこ の感種の失行能 力ｾる十 分な技能Ｅ似主主を Ｑ 只私する

と共に， 絶えずその労観者の能力の向上に努力 し， その

上tこ見習生の養生を行って溢当に仕事の見込ある私経に

入ろうとする義務をもつことをゑ託する」とのぎ半、仏が見

られ ることによって，ア メリカの労民組合が犯; 何に建築

工業において建設的な役割を果しているかがよく判るの

でるる。 この様な私極的な役目を持ち，またそれを行い

弱る様な突力 を労働組合が持つま_ ( ' { 主，まえ』ーではあらゆ

る私種の下言語制度: を復活させるのも止むを得ないのでは

なし 、かと思われる。現在の様な建築工業の笑伯にマッチ

しない職業安定法や，建築工業の笑主主を決11らなし 、私菜安

定B l による労仮I者供給可さは，昔の後な砲! 遼自在な労滋イ共

長告と労働能主主の発揮は五五むべくもないし， さりとて何倍

主要にも亙るいわゆる新分制度による中! 昔，採取自ら下話作業

制度では建築工業の近代化は頚L底込せられないとすれば

中 医搾取のなし 、折及築 として近代的な下諸制度を考案採

持する他はないでるろうと居、われる。

く5 ) 建築労務者の福革IJ 厚生について
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最後に今日建築労務の重姿問題とレC 考えられる こと

は福不r厚生である。建築労基れまその作業の特殊性からそ-

の福利厚生にも特例｜の研究を弘司、するもの Ｍ･ｾ るが ， 現

場における安全衛生流設の整備; や飯主主における厚生誕設

等tこ留まることなく，作業要員境や日常生活の函に迄一貫

した厚生的措置を施すことによって，心の底から/jyJ 'JJーを

楽 しみ従企な労負担立読の運動を自ら起す如き態勢を整え

ることが埋訟である。

更に労務者の賃金請求縦の如きも之を倖に誌負業者に

ー任して世 〈乙とが既に医織と なり つつある事態、に注 目

しなければならなL 、。建築良材につし・ては弘、時中また戦

争i I: J 後，; J ド' 誌に災材の }l )ました当時には，諾負業者に一

任しただけでは主主祭主主材の調達者: なし得なかったことは

まだたt : GI こ新たな所で，建築三=が之を無償; 叉は有償で支

給し 7 Ａ［剣士 ａａ 入をｾＨ旋 する等，建築 主と宣言負業者 とが一

体となりて f .材の監f . ¥; に当勺たのでるるが，今日では建

築労連名者にりいてその孟il': 底匂 と云う ifuで は な し そ の

社会上の厚生領祉と云うよりはそのさと涯舷のｭ｟ｾ誌の為に

， 建築主もまた間銀自らではるるか重大なｾｻＺ系をおつもの

として ｾ￮Ｇ 柴末に対する震金詰 Ｓｋ の給不 ｌ を飯器長すべき抜

高互にあるの ・ζ はなし 、かと初せられてレる。等しく諮負業

者の傘下にあるもの としてのいわゆる下託業者や材彩| 供

紘業者の反主主義者に対する依絡は，建築主 主箆負業者と

の民のさえ，r_訟中の条攻、によって之を釘註する依な措a 置が

試せられた' I ?lはあるが，定負業主主に よって完成された工

事の上に労務者がその使用主たる誇負業者叉は下議室長者

に対して有する賃金に対応する先取特校も: 有することを

定める獄な法臥措置はまだ手} g ; では とられていないが，

うrE ! < . 等℃は，労務者への支払完了が建繁£ より 誌負業者

への諾i罰金支 fl の必至E条千| になって広り，このことが建

築主と務負楽坂との聞の契京芸に織込んであるのが通常

である。

以上の微な問題ヵ " 近代的建築工業降立のために，今

日必も停? 決必援を認められるものでt . ，ると考えられるが

その何れもヵ: 非常に閤異議な問題であり，またそれだけに

我荷主主祭工業に関与するものの努力しなければならない

問患℃ある。

〈マK-，Y.・ 特調契約部工事入札誹長〉

ＮＺｩｳｾ［｟ｪ［ ｨ ｬｍｩＺｊＡネピル褒剖 ｋｋ ケ ｙ トク 忽兆 ｂ 置 ＨＲＳ ＩＴ 句 Ｕ

政広日本紙民I l lU量2の3 ｾ 先生産業 ｋ ｋＮ屯 日本紙 ＨＲＴ Ｉ ＲＵＳＹ

名古虫駆前提江町2 の 1 K Kケ Y ト !T m * 局 (23)4578



l 金融界から見た

建設業について

田 辺 信

金融界は建築界をどう見ているか

建設業が金融界に負う度合は，戦前Iこ比ペて戦後には

年々大きくなっている。このようなことは，らえて建設

業に限らず一般産業の場合も問機でるるが，建設業の場

合は一般必業の場合に比べてその度合( 主大きくとも小さ

くはなレでるろう。この金融界泊、建設業をどう見ている

治、それを 大づかみにいえば次のようなもの Ｇｑｾ ろう 。

イ 失 態 の 抱 強

一般t起集の場合{ ま，その設備が濁定的であり，その

生産工艇は一定しているのでその生産設備に伴う生産

能力は一定しているから，その突肢をつかむことは比

絞約容易であるが，建設業の場合{ 主，その設備が各所

iこ散在しており，その生産工程は多種多織なので，そ

の設備に伴う生産能力がよくわからない。負金需要の

良から見ても，一般産業の場合には，計画性が保て る

が，建設業の場合には計画性が保℃なし、。このような

ことから，建設業の失態はなかなかっかみにくい。

E 巡 営 の 組 織 化

事楽. i l l i 蛍の組織化がよ〈できているかどうかの点か

ら見ると，一般産業の場合は，特砂1; のものを除いて概

してよく・むきているが，建設業の場合は，木材業，炭

鉱業に次いで粗雑な企業だといえるでらろう。

ハ 経済毛布情の変動に伴う危険性

建設業はその生産工裂が一般産業に比べて昆切に豆

!J ，叉，個々の注文生産を行う闘{ 糸から，経済事情の

変動の見通しの困難なl期羽においては，先物売に{ 半う

生産原価の除虫、ら見た危険と注文名の財政事情の変動

に伴う立場の点から見た危険とを負但しなければなら

ない危険性がー般産業に比べて大きし・。

ニ 収 益 尋2

収益ヰュの点から見ると ，建設業わ場合は，一般産業

の場合に比べて著しく小さ L 、。一般産業の場合には，

同業者間体の強固な力が牧益キの日にも少なからざ之、

影響があるようでーある。

ホ 融 資 対 必 :

このように建設業，t : ，ー般産業iこ比べて，実態が把

怒しにくく組織化されておらず，危険が大きく，牧益

E挙制民いが，融資対象 としては，工事の発注者の如何

と工事の質によっては，工事代金と紙付にすることに

よって，そんなに法レもの℃はな」、。

建置買業者は金融界の見 方をどう見るか

一寸

主金融界には，このような建設業の見方がるる。この見

方は，概括的にいえば， 一般産業に比べて建設業は近代

化されておらず，危険性も大きい， ということになるで

るろう。それにも淘わらず，建設業が金磁界に負う度合

iま年々 大きくなっているのであって，この ことは， ￌｾＮ に

融資対象と してそんなに悪いものではないということだ

けの結果でもないであろう。それでは，建設業者は金融

界の建設業の見方そのものをどう見るでるろうか。

イ 実 態 把 鐙 の 問 題

建設業は ， 注 文をうける 都度 Ｎ 呉る地で，ｾるものを

建設することを業とするものであるから ，必然的にそ

の設備は機動的' C : あり，これをmからいえば各所こ散

在しているということになり，注文生産でるるためそ

の生産工程は個 々 の注 文によ って多 極多織でｾｦｊ，こ

れをｾからいえばいわゆる仕捌品の実態は個々の注文

によって尖るという ことにな り，生産手段が労力に依

存する ｩｾ ｩｉＧ分が比絞的多いばかりでなしその労 力は注

文の多寡によって伸縮性があり，これを衷からいえば

生産能力に伸縮性があるということになるでるろう，

このようなことから， ii託金需要に計画性をもたせるこ

とはなかなか容易ではないのである。

こう見てくると建設業は金融界が見るように，その

実態がなかな泊寸包怒しがたいのである。けれども，把

揺しがたいと" ，うことは，把握できないということで

はなし、。手段と方法をもってすれば把握できるのであ

る。把握するには，事業場所が散在し，設備が機動的

であるため，一般産業に比べて時聞がかかるというこ

主は否めないであろう。その事業場所が散在し，設 備

5 機動約であるということは，その生産能力に伸縮性

があるということと共に建設業の特異な点でおり，同

時に強味でもあるといわなければならない。

ロ 司 喋 巡 蛍 の 組 織 化 の 問 題

一般産業の場合には，その生産工程は綾織によって

自ら組織化されてし ・るが，建設業の場合は事巣形態そ

のものは組織化されていても，生産工程はその生産物

の多種多機なことから ，叉労力に依存する部分が多い

ことから，一般産業の場合のように一般的に組織化し

がたいことは事実でるる。これよか，しがたいというこ

とであって，できないということではなし、。事実問題

としては基本的には組級化 されている のである。 ただ

し，その生産物が個々の注文によって災ーり，生産物そ

のものの形が大きいので，基本的な組織化は，その都

度変化させ得る のでるり，変化させることが事業運営

よ必要なのである。こ才はJr:j淫設業の特製ーな点℃あり，

その場合に最も適したように組識化することが' ( : きる

強味があるのでらる。

ハ 経済事情の変動tこ伴う危険性心問題

経済事情の変動に伴う危険性の問題は何れの産業に
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もあることはいろだ '1: もなし、。何れの産業でも ，この

危険を避けるため必 ＿ｬｩ な措ｾｾ講じ万ーに備えるわけ

であるが. i $ 業:によってその焼効に犬小の差がある。

犯設業ば， その生産工程ば長期に瓦 り，生産原資材は

多精多様に: 亘るため，万一に備える措置を講ずるこ と

は特易でない従業に属するといわなければならなL 、。

エ J改 林 系 の 問 題

一般d召集のJ&秘主宰が建設業の牧祐三鮮に比べて慨して

大き いことは事実でるる。それが金融界が見る よ うに

開業者間体の結合の力に負うところがあるのか否かは

今問わなL 、。

ただ，建設業のJ波書:t""' (が一般l苛業のそれに比ベて恐

いのは，需給のアシパラゾス一一工事主主と業者全体の

伸縮性のおる生産能力とのア y パラ γ スーーに伴う競

争によるところが大きいということも見のがすことの

できない点であろ号。

ホ 融 資 対 象 の 問 題

建設業が金融界に負う度合が年々大き〈なってきた

とい号ことは単に建設業が磁資対象としてはそんなに

添いもの可さはない，といろことだけからではなし建

設業には特: JU.な強l米のあるととも大き な 原 因 で あ ろ

う。そのことはどうでるろうと ，金融界が戦後殊に多

難な建設業を維持育成されたこ主に対し一一一般産業

の場合にもこのような関係はあるにはらるが一一ー建設

業界は感謝しなければならない。

E量級濃の社会的経ヨ時的機機内における地位

一切の社会的経済的活動は建設に始まる。社会於経済

的機存在の中で建設をろけもつ建築業はこの点から見ると

一切の産業の基幹となる産業でｾるといえる。社会的経

済的俊隣の発注が建設業に負うところが大きいと同時に

建設業の社会前経済的機構の発達に負う責務も大きい。

建設業も社会的経済的機構の発達に伴って発透 したが

なお一般 ｩＡｾ 楽に比べてその発達が遅れていることは金融

界が指摘するところであり . 建一設業者もある程度これを

認めざるを得ないであろう。このように発達が遅れてい

ることは金融界が見るような諸点が原因でもあり，叉，

結果でもらろうが，定設業者が建築業を一般産業に主主属

する除業を見る傾向があることにも原因があると恩号。

村- 会均七経済的機構の中で必要ーな産業はすぺて相関関係

にあって何絡を問わず他に隷冒する産業ば存在しないと

いわなければならない。建設業が注文生産を業とするも

のであることからこれを認寝産業と見るよろな妙見がお

こるのではないかと思ろが，社会的経済的機構の中で干E

要 な地位にちる建設業ば事長h 発達させて社会的経治的機

構の発注に より一層貢献 しなければならない。

建 殴 業 の 資 本 体 系

ｾ設業は個人経蛍 か ら発達 し たもので，今なお個人経

営的色彩の強いものが多い。そのまま本の大部分は限られ
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た個人関係によって保持 され，残余の苦I1分が従1業員その

他の縁故者に 上って保持されている形のものが多い。こ

のよ うなことも ，今 日の粍度にまで発注してきた とはい

え， な お一般箆ｾの草色己主に返れているーつの原闘で も あ

ろ号。今でこそ建設業は ，金融界から資本金の10f告を超

える額の融資そうけてレる例が少 くないが，戦前におい

ては融資をちけた場合においてもその額は資本金の十分

のーに達 した例は少なかったでるろ号。このよろに金融

界に負 号度合に雲泥の差ができてきたことは，必要の有

無の問題もあるが，金融界伐建議喋に対す る信用の問澗

もらることを見逃してはならない。

E聖 殴 業 の 需 要 資 金 源

戦後，イγ フレによって工事金停は工;]r量に比 べて以

状に膨脹 した。このような関係はー青空路業の均令におい

ても同様であるが，その度合{ 主建設業のt.J;j 合において 狩

るしいであろう。

とのようなわけで建設業の資金属製ばTi 鮪 ij と戦後にお

いては雲泥の差ができたのであって，この需要を賄う資

金源の比f ! ! はこのような信用の下に金殉界から号ける鳴!

資に最も買しこれに次いで電いのが注文可制、ら うけら

前渡金でｾり ， 自己資金の比電ｻ士最も軽い。

社会経済が建設業に期待するところは依然として たき

い。従って建設業の資金需要も依然として大きい 'C:: あろ

号。ところが現在の建設業の資本体系の下における自己

資本の拡充はなかなか多〈を期待することはでL t ないn

自然，金融界の俊助と注文者の翠慨に期待しなければな

らないであろう。

建 般 業 の 改 善

第二次大戦前後に豆り日本の置かれた守コ弱から建設菜、

の発達には10年以上の 7' ラ: / 1 / があった。この 10年のず

ラγ 川土建設業の発達に恐らく何10年もの足ぷみそさぜ

た結果を与えたであろう。けれ ども建設業は，除 h にで

はあるがこの何10年もにlarする足ぶみをm突に以り返し

つづある。恐らく こ こ Ｕ 年を出ないでこれを取 り ｊｾ 寸 ・ σ

&，ろう。

しかしそれがためには，なお異常な努力を電ねなけ

ればならないのはも ｨ ろん，金残界の援助と注文 ｊｦＭ のｦＡｾ

解とによらなければならないものが多い。

金融界の俊助を期待するには，自らのために必だであ

るこ とはいうまでもないが，突熊の抱握がよりよくでき

るようにしなければならない。建設禁財務沈表齢別ので

施によってこの問定はよほど改善されるであろうが，な

お建設染者自らがよ〈わからせるような工夫 と改替とが

必要でーあろ号。資金の計画性の問ｾについても同様であ

る。

事業ｊｭ Ｑ きの組織 化 の問題も建設業の強味 Ｇ Ｈｾもあるとい

ったがその反面 ｩｦ ｾ 味ともなり易い庁 、 であり，そこに，木

仁第22頁へ続< )



建 築

「建築」とゅうものに「経済j を凶係づけて考えよう

とする傾向は近時次第に活殺になって来たようである。

そこで「建築経済」と云うような難かしい言葉も現われ

初め建築工業，建築経済史，建築経済学，等に関する資

A な研究発表も見られるようになったわけである。これ

は建築に対する在来の余りにも偏った概念、から抜け出し

建築の本質を見出す上に大きな役割を果すものと考えら

れる。然しなカ・ら未だ「建築経済J という概念は明確に

説明せられていない様にも思えるのである。手l、はここに

経済学的な考え方によって建築と経済との関係を中心と

して「社会H 文化J 1技術J 1芸術」等と関係について

も述べたいと思う。そうすることに依て「建築経済」と

は何か? と云うことがほぼ理解して戴けるのではないか

と思うのである。その上で私の考えの一部を加えさせて

裁き建築観への参考になれば幸いであると考える。

そこ・で，初ず人間生活から考えて見ることにしよう。

各 h 人聞に怜，432々慾濯があることは明かである。例え

て見ると肉体保護のための衣食住，精神的なものについ

ての宗教，芸術等，今これらの慾明の中，いずれを満足

しようとする場合にも，その過程に於て，必ず物質的な

手段が必要と成って来るものである。郎、とれら慾望充

足の手段として， 1建築物」なるものが必要とせられる

場合が，生じて来るのでるる。そこで建築物の調達が初

められるのでらり， 1建築」と「経済」とは関係が生じ

「建築経済」は，経済の一部として経済の支配をろける

立場に泣かれるのだらる。即ち建築経済活動1' 1 初ず第一

に，自然的なる五主演を基盤としこれに働きかけ且っこ

れに骨; 勝℃せられるのである。言いかえれば，地理的条件

地形的条件等，大地の上に建築せんとして働きかけると

共に，叉種々な困難に泡過するわけである。特に建築物

はその非.包E効性の故に，i也の経済活動に比較して，自然

的な制約を受けるが極めて大きいのであり，これが建築

経倍、活動の，根本的な特色と成っていることは御存知の

通りでるる。第 2 に，建築経済活動ば「社会」と「文化」

とに働きかけ，問時にこれに制約せられるのである。

即ち建築経済活動の行われている社会を基盤と し そ

の社会が生み出した文化の，ｾ .. ｬｾｊ によって，調達は進め

られて行〈けれども，同時にこれら社会及文化は，種h

なる制約として，建築物生産の障筈・となって来るもので

あることは，御承知の通りである。ここで考えておかな

〈てはならないことは，社会及文化は，建築経済活動に

鮒阻しているものではあるが，建築経街活動と混同して

経 i斉

都 j藤 希 八 郎

はならないと去ろことである。それは何と云っても，社

会及文化は人と人との交りな〈 しては， 到底考えられぬ

ものであるが，経済はこれら人と人との交りの中に，実

現せられる物質的手段の調達そのものでるるからでら

る。叉建築政策等も同じように恨本的には，建築経済 と

隈本的にその性絡をｾにするものと考えるのでＧ［｢る。以

上の自然的並びに社会的制約は，建築物の調達に対する

抵抗として建築経済活動， RPち建築物生産jl @私: に於ける

時密である。そこで建築経済活動を准進するには，これ

ら困縦そ排除するための努力が，必要となって来るわけ

である。この凋迷に於ける困難排除のための因果的な手

続をこそ， 1建築後術」と呼ぶのでおる。ここに「建築

」は「主主術」なり等と云われるのは，主として建築物の

生産過程における，種々なる時筈排除の部商tこ，着目し

た表現であると云うことが，解って戴けると思う。かく

の如〈建築経済活動は建築技術を用いることによ り，自

然的社会的制約を排除し，建築物を消費し得ベき状態に

まで持ち来たし終了するのでるる。然かもこれら建築経

済活動は，孤立的及断片的に行われるものではなく して

多数の建築経済活動が関聯し合い，常にまとまりｾる，

全体を形成していると考えて宜しかろうと思う 。これを

「建築経済」と呼んでよいと思われる。然しながら，一

方「建築学j としてp 立場からは， 1建築経済J とは建

築に於ける経済過I歪であると，主践するだろうとも考え

られるのである。ともかくいづれにしても， 1建築経済

」とは， 1建築」と「経済」との関係する部商に，指目

したもの" " c あることは，間違いないと思 5。即ち， 1建

築経済J とは， 1建築」と「経済」と の関係に外ならな

L 、。

以上「建築」を廻って，簡単な解説をして来たのでお

るが， 1建築」の経済生活に於ける，地位及種々なる関

係を，大体わかつて滋けるのではないかと思う 。どれを

要するに「建築J は人間生活に於ける，生活諸目的を充

足せんとするための，物質的手段の一つでらり，それば

「経済」の支閏下に於て， 1建築物生産J として経済活

動が行われ， 1自然J 1社会J 1文化」を基盤とし同時

にこれに制約せられつつ調達せられるもの勺あり，全体

としては人間生活一般と同じく， 1.雌史J の流れの中に

織り込まれて，展開せられる と云うことである。以上の

ことに附け加えて，私の考えを述べさせて簸く ならば，

「建築」と云うものが，今迄余りにも侃って考えられて

来たと云うことでるる。即ち 「建築」なるものは， 明か
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に「建築物j なるも のに依って伴られた概念でゐりなが とせ応れると云うこと‘ C ある。例えて見れば，建築に阿

ら，その「建築物J と「建. 築物の生産J 1;1: ，金 〈忘れ去 する小さなことに就てでわあるが，今忘る建築家が芸術

られたかの観があったのである。それは 「建築」なるも 的な慾求を，満足さすために設計をしたとしよう。ここ

のが， r科学のための科学 J とか「建築のた めの建築」 でも設計演料，道具等物質的な手段が，必姿 と成って来

と云った思想によって，掩いか〈されて来たからに外な るのでるる。この織に考えて破 くならば，戦中戦後 の如

らない。然し現突を正視するならば， r建築」を支配し く， 所謂経済力の貧困な時代には，経済がいかに大きな

ているも の{ 玄関かに「経済J であり，所調資本主義社界 力で，建築を支配したかた 云 うことの原因も理解出来る

と現代建築文化の中で，建築物は建設工業によって生産 と思われるし，叉「建築」と云うさ術的色彩によって骨密

せ られていることは，御承知の通り なのだあり，その日 われて来たものに， r経済」を結びつけようとする試み

的とする所1;1:， r利潤」な ので おる。こ の我 々の眼前に が，これらの時代に威んになって来た ことに関しても，

於て，展開せられている 「建築J に対す る矛盾1; 1: ，今迄 叉うなずいてもらえるのでなかろうか土思う。弘がこ れ

私の述べたような単純な説明では，到底辺. 解して戴けな まで述ベて来た， r. 建築」と「経済ー! と の関係 も，この

いと は思われる故， これ ら近代社界に於ける事について 「建築」に掩いかぶさった仏況を取外き， r建築J (;1:館

は，別に述べなくてはならないと思う。然しながら，根 くまで「建築J としてあるべき位置に持ち来そうとする

本 民に見る場合日正に述べた如し人間生活に於 げる 慾Ｇｻｾ あつかま しい試みに外ならないと云う ことも出来る と恩

充足そのものはさておき ，もし生活目的の全ゆる部而iで う。

これを突現せんとする場合，必ず物質的な手隈が，必要 G 在者 県立尼崎工業高等学校建主義科教官〉

建 築 費 は な ぜ 変 動 す る か

建築費はなぜ$:iftlJ するかという諜習を， I反公から御依

車震を受けましたが，斯様なお{ 主粉んど誰れでも御存知に

なっておられるように思われますのモ，余 りに頼 りない

お話を，今夏賢官Zな計図を汚すのも， どうか と思いま し

て，一応訓 辞A誌を申し上げたのでるりますが，是非さ( { を

とれ との御言葉をいただいたので，不敏ではありますが

思いついたまま のこと を述べさしてもらって，拐、の買を

，ふさ ぐこととしました。

平素に於て{ 土建築資の変動すること( 士，左程激しくば

ないのでるるが，最近( ; 1 : 天災と国際情勢のデリケー トな

問題とがからんで，非常に変動がきびしかったのでるる

どちらかといえば変動とい うよりも，むしろ高騰のj亙続

といった方が，当て依 る言葉かも知れない程に，いやが

上に議l変を余儀なくされたのでるった。

建築費に包含されている項目ばといえば，三大別にす

ることができ る，即ち材料と労働賃銀 と経費 とのミツキ

スしたも のが，綜合 されて建築後と狩、 される もので. ，こ

れ らのものの価格が上下することによって，変動が生じ

ることとなる ，英の苦 しい変動の始まった極〈最近の例

を採りらげて，一休どんな経路をた どったかの趨勢を，

探究すること としましょう。

是築用の諸材料が昨年の六月頃から ，:1{ t ヒ・ ツチ℃上昇

し始めた，これは朝鮮事変のためであって，鉄材. 木材

砂利，すな，セメ Y トというような. 主要資材 (士毎月一

割乃至二割jの掛合で ，般の( まりにとんとんと騰貨を託け

t8 

相 沢 喜 久 太 郎

その止まるところを知らないという，有様であった，グ

エー γ 台風の災害はこれにー照の拍車がかけられたわけ

でるる。

特に鉄材及び鉄製品 と名の付 くすべての物( 1 : ，突に毎

月三割乃至七割 とし、ち，めざましい躍進振りを示すよう

になって，本年の三月には遂に，値上りの最高峰に達 し

V降の六月頃の柑場に比べれば，約三倍半というような

筋〈ベき価格にまでも 透 したのでるった。

これに次で木材も約五割内外の，値上りを来たし，砂

利，セメシト等々も負けず劣らず，相次で上昇路を歩み

続けるのでるった，然しながら，さしもの値上り街道を

ば〈進していた物価も，どうやら三月下旬をもって ，ょ

うやくそ の速度が衰え始めて，或る物は横湿の情勢 とな

ったり ，あるものは漸落の歩調を取り始めたのでるる d

三月 の峠を越してからは，僅かにセ J ン ト及びセメ γ

ト製品，硝子等が強気で聡りした， 値上り をみせている

に過ぎない情況を示すに至った。

wi 橡に建材の主体性を帯びたものが猛然と上昇した為

め，自然これらの資材を用いて加工された建材は，い や

でも 値上げの対象になり，鉄， 夫総，鈎，鉛等々の非鉄ー

金属製品に至るまで何もかも ，その余波を受けて法外の

{ 前段で，取引されるようになった。

就中スチ 戸ノレサッシユとスチ 、ール 1: ワ戸(;1:， 大変な悩

絡にまで銚上り，そのため昨年五一六月以降に受注した

建設業者( 士，いずれも 大き な欠損をねわされたのでるつ



マ，

ｉ ｾ 。

鉄筋 コンクリ F ト総築に不可欠の好材も ，本建築の興

隆に従いp ズ阪会市の需給関係のア y メラシス と，，運搬

用の1出類の値上り等の板挟みにらって，物すごい値上り

をみるに至った。

セメシト の値上りは内地だけの需要以外に，海外えも

輸 出されて，景気は上々というわけで， 今後もめったに

値下りするような気遣いはなし先高の予想が濃厚でる

る，従って，セメシトに依り加工 されたスレ戸ト，セメ

シト瓦，ヒユーム管，テラ ゾF 等も面白い程高値絡に i中

し上っているのでる る。

木材ば昨年のジエ ーゾ台風による，災害の緊急住宅の

復興建設に)'j しー時にドット 使局主がふえて，ー践暴

畿を来たすと共に在庫品も払底して，エミあさりと売i苦み

ど忽送のw政とが揚みるって，これまた木造建築裂の大

変動を起す原因になった。

けれども木材は，今日のところ我国の経済状態からみ

どんなにか変動を し叉しつつあるかが，略お分り になっ

たこと' ( : あろ う。

それでは労務ままについては， どんな傾向にあるかとい

う，疑問が出るも のと思 うが，労務裂については資材に

比ベる と，非常に上昇率も緩浸℃あって，ジエー Y 台 風

の勃発 した当時は，臨時復旧工事が一時に殺到した為め

約三 ヶ月間ばかりは，労働者の引張り合いとなって，稽

上昇をみたのであったが，此の特別の期聞が治ぎ去る と

刊び元の平静状態に立ち戻ったのであった。

特麗技能を持った優秀な労務者は，いつどこにだも扇

官li する人が多いから，めったに失業する憂い もな し 普

通人のできない立派 な腕 をもっ強 ｴＺｾ で ，一 般賃金 よりも

主主に多額の賃金も取れるから，戦後に於ける有技能ヱは

淘に有卦に入っているものといえる。但し別段に技能を

持っていない労働者は比較的賃金が薄い，と L 、うことは

止むを得ないこと・εある。

人間として此のt伎の中を渡ってゆくためには，一日と

ても， 建築のすべてが耐火建築のみでは，押し述せない して紋くことのできないも のに，適依衣食住の三大部門

関係上，拡ろな〈木造建築で辛抱せねばならないので， から成り立っていることは既に御承知のとおりで，この

今後も 木材の価絡は余り下降しないものと考えられる， 何れもがーネに，値上り をみせつつあるのであ るから，

現在ば一応木材の価格も横這いをしてはいるが，外材の 勢い建築費にも直接間接共々 ，変動を及ぼ してくること

輸入は目下の土 ころ見通 し( まついていないし， 原木の滋 ・ は当然 といいwる。

少するに連れ，山林の保護立主にi監伐制限等の法規に も該 労働者の懐に大き く影響するものに，食費という切る

当するわけで，自然市場の品薄を理由と して， 決 して今

日の相場より下廻るということは，先ずないものとみて

差支えなかろ h

わが国は途い苦から，あらゆる閣に肉って，木材を高

度に利用されていて， 家屋，僑梁( ま勿論，食払家具，

. 燃斜或は船車等，殆んど何から何ま でといってもよい(.v:

木材を佼っている，その上近世は繊維製品と製紙用に莫

大なパルプを要求される関係' " ( : ' ，これに1賞される松材等

も多1まにのぼっている。

鉄筋コ Y タリ ート建築をするにしても ，，1反符材事of に宇目

当な盆の木材が必要とされ，土木工事に しても切梁，腹

起 し 矢板，支柱杭など大量の木材を使用されるのであ

って，産業の発展に寄与することの多い，土主主事業に大

切な役割を持つ木材は，他産業が全般的に水準の低下す

ることがあればいざ知らず，将来の予測と しては，多方

面の健児と されている限 り，j凶絡の安〈な ること はない

そらろう。

この外に若手係瓦，タイル， 土管等の築業製品に属する

ものも， i i ; 買を揃えてー列に騰貴を している。

最後に甚 しい佃絡の上ったものに，次のような附帯設

備が，著 しい数字を示している， J l J l ち電気工事，水道衛

生冷暖房等の管工事 も， 著 しい変動をしていることは，

注目に価するものといえる。

以上頗る雑駁に羅列して，材!闘の変動 している経過を

述べたのでるるが，凡そ昨年四月以来加速度的に材粉が

に切れないものがある，こ の食費なるものが近頃莫大な

値上 りで，これが色々な産業にひびくのは大変なものが

ある。それに加えて電力料金が改正されたの'"(: '，すぐ英

の茶渋えを受けた各種加工業にも影響 して，これが叉建築

設に対 して， 鋭い変動を及ぼ してく る，なお通信費，交

通費，迩民建設機械用具等の価裕治覆れば，建築費の

経翌日にもすぐ変動を与える こととなって， 建築裂がなぜ

変動するか という 疑問 も，成程 と御諒解際えることと恩

う。

必するに，一般の国民 仁消費者〉を相手 とする日用の

商品などtとついて考えてみても，これらのものは数孟に

於ても，単価に於ても購買する個人からと してみれば，

完買される単位がその割に僅少であるので，物価国普賢の

筒がやかま しく叫ばれている割に，建築資の金績のよ う

に左程大きくないから，比較的支払い易い気安さがるっ

て， 個人に対 しては左程大なる束|障を与えない，ところ

が建築費となると，その使用される材籾及び労貨の騰貸

率が，すぐと坪当り，なんぼという ij i，側に大き〈あらわ

れて〈る ので，その建物の坪数に采じた トF タノレの建築

費は，数字上からみて意想外の金高 とな るのは，蓋 しや

むを得ないのではなかろうか。

此頃の建築裂は高くなった云々，とはよく t位入の口の

縦tこのぼる話でるるが，然 し筆者は決 して建築裂がそん

なに高〈なったとは思わない，むしろ他産業界の高騰 し

ている額よりも，むしろ下廻っている突状で，然も建設

19 



業者の得る利i悶は極めて惨なすぎるのでらって，英の時，

時によりｾ動を敢えてするのは，理の然らしむるところ

であろう。

建築工事には材料と労賃ばかりでなく，限にみえない

約設消耗品であるとか，諸経費なども前述したとおりで

あって，計画とか，現場の監督費等も含まれなければな

らないので ，こんなもののすべてが，たまたま経済界に

多少でも変動が起れば，その都度正比例して，建築費も

本目共に変動を始めるのである。

それならば何故に業界のものは，変動に対しての備え

はしないのかとか， 合理化対策を事部j に講じておかない

のであろうかと ，諮問されるかも知れないが，遺憾なが

ら敗戦日本のわが国の現在，周囲のるらゆる経済界の安

定性を敏いそいることや，建材界の苦右誌の中にある動向

の，渦に巻かれている昨今，どのようにコストを下げよ

うと，もがいてみても所詮，よりよい方法の発見は困難

であろう。

原1闘の供給者及び生産者，或は半加工英の他，メ戸カ

戸のー人ー人が，絡別の改革を断行するの境界にまで達

しないかぎり ，これらの調整は期待することも，可能性

が保し難い し，建築費の変動を喰い止める方策. ＺｄｊＨＺｾ［ｴ安

定ならしめる妙案は浮び出てこないであろう。

せめて建材界に訴えたいことは，建築費の大部分を占

める建材のコス トを引下け. るために，大量製産のできる

能率のよい機械を利用することも望ましいのであって ，

これにより安〈て良い品の現出を待つより方法がない，

なお鏡絡も制定して正しい既成品の多量製産を園り，常

にこれらのj ' ; : 材をストッタしておいて，わが国のように

年々歳々絶えまな〈襲って〈る ，天災地変等の災害に対

しても，す ぐ値段が跳上ったり，多〈の人に不自由をか

けで 旦叉建築費の変動を少なからしめるように備えを，

充分にしてお〈ベきではなかろうか。現在行なわれてい

るような，建築の施工をするにあたって，一々別競えの

物を注文をするとか，イ乍らせているようなことでは，一

般発注者の期待に対する満足をしてもらうには，主主に途

速しの感がしないでもない，去りとて諮負を業とするも

のとして，建築費の変動に備えて，先の先まで見通しを

つけるということもできないことでるるし，多くの資材

をス トック しておいて，多額の資金を寝かしで置くよろ

なこと( : t . 財政而からいっても街更，不可能なことであ

ろう。

終戦後の我国に於ける社会は，百八十度の! j j 示問を余儀

なくされ，経済も叉前代未聞の大旋風に根本的から覆が

えさせられ，それらの反動はららゆる農業に累を及( まし

た，ために建築費にも叉，価格の変動が押 し寄せて，逐

次上昇率を加えてきた， とい うこと は当然の成行といえ

る，而 して年々に上昇ばか りの変動を軍ねつつ，現在に

至った次第である。

20 

大東亜戦争が始まってからは，忘れもこれも物資が不

足 したため，それらに代るべき代別品の流行 した時代が

ごく最近まで続けられていた，此のような代用品の:期は

全くその名の示す通り ，ほんの一時的の間に合せ物で，

殆んど良心的な物( 士なく ，多 < ｾまその場限りの似非もの ー

でらって，衣料でいう純綿とス フと透っているようなも

のでるった。

こんな代用品を使えば，さぞ安〈建築ができるかとい

うに，その割に安くもなく，然も永久性はなし旦こわ，

れ易くて，すぐ修埋もせねばならないから，却って向い

勘定となるわけで，建築費の合理化とは反比例をするわ

けでらる。

きて本葱についての研究の主限とするところは，想う

に，どうしたら経済的に建築の目的を，達することがで

きるか，という疑問のようにも解されるが，述L 、1手来の

ことは別問題として，現今の情勢下に於てこれをみれば

国際関係のi取沌とした，不安定極わまる折柄に於ては，

建築費の変動( ま終始，絶えまな〈動{ 認するもの と，考え

なければならない。

所諮世の中の景気がよくなれば，建築の発注 される数

も沢山に出る ので ，自然と建材の在庫品 も材、医してくる

し 労 働送も手不足となって ，材 料も 少しイι 高くて も売

れゆきはよくなり， 労働者も低賃金のと ころえは来てく

れなくなって，事業場の探り食し、をするようになって，

外国のように立派な組織をもった，労f副J組合の無いわが

国では，こんな時でも不自由を感じるのである，反凶，

世の中が不長気に向 うと，忽ち建築の注文は減少するも

のと思わなければならなし、。すると建材は出廻りがわる

くなり，原悩を切っても販売するものもあらわれ，労{ 働、.

者も需給の状況が不均衡を生じるの .0. 工事費も段 h と

下降を始めるであろう。

とのように景気の よし惑しにつれて，敏居、に左右され

ると，同時に建築授についても変動の兆が F あらわれる

のでるる。放に同ーのこつの建物を捉えて考へても，共

の時代の波のゆれ方次第によって，甚だしい変動のらっ

たという跡を見出すことができる ，即ち A とB の同一建

物が仁内容外観共に寸分違っていないもの〉について見

ても . ａｾ ［ｴ昭和 ＲＰ 年に建てたもの Ｎ ｂ ｾｴ 昭和 Ｒ Ｕ 年に建て

たものとれ定してみると，芙の建築費が如何に大きな聞

きがあるかを発見するであろう。

こんな笑例( ま枚挙に駿がないのでらって，その時と場

合に依る建築費の変動が，波紋を与えたとい う結果が，

はっきりと分るゆえんである。以上約!二〈だくだし〈記

述いたしましたが，恰も御釈解徐に説法みTこいな，取り

とめのない御話であった ことを，深くお詫び して当主をお

くこ とといたします。

〈筆者 大 阪建設業協会工務部長〉



大 阪 市 に お け る 土 地 家 屋 の 評 債

問 ま!主

1. fはま し j が き 密な意E抹4主; においては，在極I な々る現要j系に基〈閉滅f佃側d凶U作用が

本5年下企国各T市行町4ホ余村:宗司1で一予資f に5突庭施せられた固定E淀証産の言許干平， ｾら ｢ るから， これを防除: 去去. するのでなければ来

4悩出凶i(はま，凡ての固定E資を互産量をその対象として取上け' t . ，たこ こと， 把主i¥' Qきないが， これは，また，非常に困' ! J f . なことでも

而もその内容が桜雑多肢を極めている乙と ，);¥;.1切聞に完 為って ， したがって見解も自主れるのでおる。

了せねばな らなかったこと，その o'l: '1i・良の数及ひ京質に われわれは評価第一年の今年では完全を朔し得な〈て

絞多の市jれがあった こと，評価につ」、て未経験であるこ も市民カ絶大なる協力の下に，適正な汗悩の達成にま す

と等身の理由によ P て，その当初より完成には幾多の図 ます努力を需ね，数年の内には理想的な1凶絡を約二り上げ

ま詐ヵ: 予想せられたところでらった。大阪市においては， ることを切守そしている。

負 ￭ｾＭｻｲ 皮はさし当り資産相互聞の ｊＺＧ ， ｾｩ 保持に目擦を置き 以下，大阪市の行った土地家屋の評イ111i の方法につい .c

究会なが11出は次年度以降において主主i ) . ; . 実現することを矧 その大裂を述べることにするが，これ らのJ平古川基準は基

特し，法定JOl I 却に評 filli を完了寸ること l二主目標を置く こ 本的には地方財政歪員会の指示に基〈ものである と共に

とと したのであった。かくて607; に上るこ主資産について 大都市としての特殊、性から ｍｾ 自の考え 方を採り入れたｲＮＮＨ

duO名の許制従事員がよF歳の閉会力を傾倒 した結果， ｾ＠ も少〈ないのでゐる。方針として筏術的，専門的でらる

川友迄に許制を完了し， 1U月 1 日か ら10 日迄の間関係者 よりは寧ろ，一般的 ， ＿古識的な方法をＺｴｾＺったのは， ' 0 合

ω縦覧に供 した次第である。 るだけ市民に埋解し必〈納得 して貰 うことを考慮したか

云うま ' 0 もなく ，固定氏皇室の評l llli ( ; J :，ア メリカ税制l の らである。

ｾｾｾ，容の下に創設せら れ た回定災産税ＮｔＩｊｬＱｾ伺標準として当 2  土 地 の 評 債

1).; なされなけれはならない処であって，従来の地租，家 土地の詳1出lは宅地，災地，山林， fJ tm. ，牧場，池沼及

民 lfl が所制 l民放税 として 賃貸 !I出絡を越市と して謀説せら び秘密l地の別に よりこれを行ったが，地自は現況主主主，

れたのに対し，固定ー資援税は所翻財産税としてその財産 地訟は公害事主義を妖った。大阪市においては，宅地が金

制l絡を課税徳l1主とするものでるる。このぷ倒がなされ1幽 耐訪の70パーセ ゾトを占め，それ以外は農地を除けば始

絡が決定せられる迄は，暫定措習と して賃貸!1凶絡の鈎O んど僅かしか存在 しない状態で ある。

17aの額そもうてそのl ! J J i. j ; 各と仮定 し，これを課税標準 とし ( A )  宅 地

たのＮＨＧｾったが ， ＲＶ 年度分は こ の ｾＧｉ［ＧＡｉｈｩｊＮＮＩ 完了によっ て本 まず状況煩似地援により ，全地域を次の五地引に分つ

年，をの主主終納j切において ，本決定された{ i tli 絡に基き消J . l : と 共に，地形状況等によりこれを更に細分して s刑凶地区

することになっている。昨年賃貸仙j ) ，ものヨ00 倍を以て暫 を設定した。次でこの評仙i地区内に際準l 1 t - ヶE析を送出

足 1出i絡と定まれたi弘には， 一般に土地家屋の災際、仙. 絡に し，蒐集 した売買笑例や事情精道当日ーの芯: 見等，妙、極の資

以11/.ぶ しない劃一的な不当な {i Ui 絡 として， 多大の非郊があ 粉を参考として，当該宅地の標準時liI li を定め，これをそ

ったの℃あるが，本年度において所淵. 週五な時fl lJ iに基 く の宅地に附せられた賃貸1111i1舎で除して得た数をその i刑曲ー

かlC刷を行えば，こうした非婚は当然解消するものと予期 地伍の苦V. 悩倍iaとした。 第三にはこ の評価 倍数を|司ー評

されていたのであった。と ころが今度の汗仙lによる悩絡 仙i地区内の個々の宅地の賃貸価絡に采ずることによっτ

が一般に発表せられるに及んで・，俄然各方何より昨年同 個 h の宅地の悩絡を算出する ことにしたのである 。

総 ，ｊＮＮＩ 非難の丙泊 Ｚｲｨｾ まっている か の名義ＧＨＺｾって，それは各 仁1) 住宅地帯 主として住宅の連続する地滑

市町村の評悩諸'ff 委員会に提出された徒主詩求数に単的 ( 2) 商業地借 主として商業地の連続する地借

に表現せられていると見ることが出米ょう。この非難は くわ工業地裕 主として工場用地の連続する 地借

或る点では処理のないものも認められるが，同時に或る くの 投築地織 主としてf基地が連続する地借

ｅ ょでは税負担の憎誌を敏 ｍ ｾ する心 ＱｲＧｴから ＭｬＮｇ［ 提出 され た くり 特殊地裕 花街地情

ものも少くないことは事 Jとでゐ る。特に土ド{ 耐の基準とな 以上によ って設定した評!i l 1i 地区は 312 地区であり，そ

る「時価」 の観念を，がなる必扮{ 出怖のよう に解 してい の内訳f- j ; 住宅地帯 103 ，商業地帯 138 ，工業地特49，役

る人々が余りにも多いことには鰐かされる。「時価J It 築地帯15，特殊地裕 7 である。

あ〈ま で使用I俊益すること堂前混としての1凶絡であり ， 区画整理中の地域は，詐価地区の設定に当り一般地と

毎 年一月一日 現在におけ る公正亥 却乞る 市場1山l憾と云う これを5. ) Uにすることにした。 これは一般の宅地と比核し

ことができ る。J廿ニt也家屋について0 市場fi J li 絡には，厳 て特殊の考慮そ払う必援があるからである。
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なto主主・必各こコい U l 昭和 6 年 4 月 l 自の現況によ

り決定せられ，そ の後昭和24年 4 月 1 日の現況に よって

ー部修正治2行われたために， 現在乃は均衡を得ていない

ものもらるのだ， 評価に際 つ C は努めてその下崎衡なも

のにつき有f正を行うことにした。

仁B コ 農 地

畿地は地方財政委員会の指示 した5平価倍数を基本 とし

大股市の倍数を定めた。r r ，ち幾地課護法適用地について

は田1，19倍， 畑1，530fきと し 同除外地につL、ては回 1，3

OOf音，知11，670 倍としたのでるって，とれを各笠毎の賃

貸価格に乗ずることに評価額を算出した。

仁C ) その他の土地

その他の土地の 評価は原 則として 近 隣宅地 の評 ｩ､ｬｾ に

比準して個 h に決定した。 大阪市においては山林， 原野

牧場，池沼，等は殆どなL 、から，別段に評価倍数は設け

なかった。

仁D) 評 価 の 結 果

かくて算出 した土地の評価によると宅地の坪当平j主計附

絡は3，612円， 3平ifUif者数801倍となっている 。宅地の坪当

評価額を示せば次の如し。

区 別 最 高

特殊地区 121，000円

商業地区 237，000円

工業地区 2，300円

村落地区 1，ω 0円

住宅地区 23，0∞円

最 低

1，930円

1，230円

3∞ 円

340円

240円

3. 家 屋 の 辞 儀

家屋の評価ば，原則としてその再現建築授を基準とし

とれに家屋年齢による損よ毛皮，利用価値，地域差，管理

の程度等種々の憎減価考慮を施して，算出することにし

た。しかし個 h の家屋についての再現建築費含求めるこ

とは全〈不可能活あるので，用途別 ，構造別並に品位別

に応 じ全市に標準家屋を選定 し，その傍成要素につき細

密な分析を施し再建築費を求めてこれを基準価格と し

た。全市の家屋は これに比準 してその再現建築費を決定

し前述せる種々の槍滋価考慮を施し.cその許征額を算

出 した。このために 5 月以来全市的に家屋調査を突施 し

て家屋の品位等級を明かにすると共に，建築年月 日， 坪

数，所在地，管理の程度，利用価値等の評価‘ 上必要な事

項の把握に努めた。

今とれに付て細説すれば

仁1コ 再 現 建 宅産 主主

当該建物を賦録期日現在におい C 再建築する場合の費

用をい号。これは木造家屋 と耐火家屋ーに大別 し，後者ば

更にその使用材、斜により鉄筋，銑骨， コ: /17 リー ト造，

鉄骨造，煉瓦造等に区別し，更にその用途別立主に使用材

質に よ り品位等級別にその再現建築費を決定した。
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木造家屋につレ ζ 云えば特級 ( 50，0り0円以上〉偽 1 .v.z

( 40，000円) ， 7 級0. 5，000円) ，級外 ( 12，000向以下コ

に分っている。

( 2 )  家 屋年齢によ る自然的損耗

構造別，用途別によ灼耐用年数を定め，残存fuli (j査を30

パ 戸 セ ｙ ト仁 耐火家屋 Ｕｏｾのと し て定額法により家屋年

ｬ 給にｊＮｦＺｾじ減ｩｬｈ ｩ ずるものとした。普通木造住宅の耐用年数

は30年，鉄筋ピ 1 の耐用年数は80年で; b る。

( 3 ) 地 域 差

全市的に見て家屋の所在地の優劣により，全市を七段

階に分ち最高 ＵＰｾ Ｎｳから最低 ＰＥ まで増価考慮をする こ と

にした。特に優秀な地l ; l ixば他に特別地妓差を考慮 した。

( 4 ) 利 用 問1 億

家屋設計の優劣，利用上の 便宜性等に より 1 0 %以内の

憎減価考慮を した。特別に利用価値の優秀なものについ

ては若干 C 特別利用Iflf 値を考慮した。

( 5 ) 管 理 の 程 度

家屋の管理の状i 5if lj: i何によって経年に応じ30% 乃烹50

% の憎減側考慮をすることにした。

( 6 ) 特 殊 考 慮

家塁の利用の状刊T，及び現状により，J ; l : 出評価額にづき

それぞれ適当なi反1旺考慮をした。

以上によって喜y.jff f した家屋評価の結果を述べれば次の

如 < '(;:;bる。

家屋 て坪当3 f ' j t.，>f耐絡〉

住 家 13，000円‘

居 館I 22，000円 l

工 場 15，000円 l 平 均 矧凶倍数

倉 庫 24，0∞円r 1，1∞ 

そ の !也 20，000円|

平 均 16，000円J

仁集者 大 阪 市財政局固定資産評価員室主幹〉

〈第16頁より続o

材業，除鉱業に次ぐ組事者な企業だたまで際評 きれる余地

がるる。

無謀な競争によって自らそ追いつめている愚かさにい

たっては，外から見る k 笑止の沙汰勺あろうが中から見

れば，金融界と 注3定者との 信用を損ろ由々しい問題であ

る。

資本体系の点でけ多〈の問題があり，その改善はなか

なか容易でないが ， 時の経過によってるるペｾ 猪 に ￬ｩ￣ｾ

つくものと恩号。何れの場合でものことではらるが，特

bこ現状の下においてば，極力自己資金の蓄積に意を用い

なければならなし、。 仁筆者大材担常務取締役〉



第 4 回 建築代理業者資格試験問題集

法規の部 ( 1 時間30分〉

大 阪 府 建 築 部 指 導 課

叉上記の構造のも の一様で最大限の延べ雨桜に しよ

うとするとときは如何なる措置をとればよろしいか

: : 1. イ~チに掲げるもののうち建築基準法で建築物として 亡コの内に簡単に嘗いて下さし、。

扱われないものにO 印をつけよ ィ， ω 0 平方 メートル ロ， 1∞0平方 メートル

ィ，競輪場の鉄骨 造 スタ γ ド ロ，地下倉庫 ハ へ 1500平方メートル ニ， 3∞0平方 メF トル

，軌道敷地内の信号所 = . ，工事現場下小屋の周囲 ホ，ぬ00平方メートル

のへい ホ， 高 さ4 メー トノレ の擁壁 へ，卸売市

場の上家 ト， ｾずまや チ， ＱｬＡ ￬ 由ＡＱｾク 6. 厨室の床面積に対する窓そのftl ! . の関口部の保光に有効

な部分の簡積の割合が 7 分の 1 にみたない場合，建築

2 ーイ~へによ起げる建築物の部分のうち，建築基準法で主 基準法の規定に適合 しないものがイ~へに掲げるもの

主要構造部とみなされるものがあればそれに ｏｾｐ をつけ のうちにあればそれにO 印をつけよ。

よ。

イ， 構造上重要な間仕切壁 ロ，屋外階段 ハ，

最下階の床 ュ，小屋組 ホ，ひさし へ，出

入口の扉

3 イ~へに掲げる建築物の部分のうち建築基準法の居室

に関する保光の規定が適用されるものがあればそれに

O 印をつけよ。

イ， ｾ函館の答 席 ロ， 教室 ハ，浴室 ニ，

脚下 ホ，自動車々応 へ，調理室

4. 主主Z構造郡が鉄筋 コY クリート 造の野市7m高さ9m建

空襲匝ifii 200 平方 メ戸トルの平家建合路建築物がゐる。

その建築物の地盤f凶上， 4 メート ; 1.. 0-' 1ぷi置に耐火構造

の床を設け延べ面積 400 メートル の 1 階倉庫 2 階事務

所の用途にしようとする場合，イ~へ l'こ渇げる工事種

別のうち該当するものがあればそれにO印をつけよ。

但し床を設けても主製構造部( 刊日強する必要はない

が，事務所にする外壁の開口部は従来ある関口面積を

2 倍にする必要がるるも のとする。

イ， 改 築 ロ，僧 築 ハ， 大規模の模機替

ニ，大規模の模様替と僧築 ホ， t侵害認と一部改築

へ， l 1' 司築と模織替

5. 都市計画区域外におi . - " ( ，I萄さ 6 メート ル，事Fの高さ

イ， 病院の手術室 ロ，診療所の病室 へ 大 学

校の教室 ニ， 共同住宅の住室 ホ，下宿の宿泊

皇室 へ，旅館の客室

7. 表に抱げる A - E の用途の建築物をそれぞれ新築する

ものとして，表中用途地域制限に触れる地域に対する

該当欄には斜線を引き ，触れない地獄に対する各欄に

は建築而績に対する割合の制限 〈建築基準法第55条〉

によって保有しなければならない最小浪の空地の面積

を記入しなさい。

A … .. ・・・・・共同住宅 B. .. …・・… 旅館

0 ・・・・…・・製材工場 仁原動畿の馬力数の合計10作業

場の床面積200平方メート ノ1.)

D … ... ・演芸場 E … 0 ・.. . . . . …貸事務所

4 メートルの木造平家建瓦廷の工場建築物一様を敷地 8. 準工業地主主内において幅員 2 メートノレの建築基準法上

境界線から 4 メートル の距離を保有 させ 且つけた行間 道路とみな される道に聞して A 図に示すような建築物

隔12メ戸トノレ以内ごとに小屋裂に夜間防火構造と l t.こ が火災で焼失したので，再築したい意向であるが，そ

隔壁を設けて新築する場合，防火上の規定で無条件に の敷地において再築できるか。も しできればイ ~ニに

建築できる限度はイ~ホに掲げる延ベ間務のうちどれ 擬げる図のうち適法のものがあればそれにO 印をつけ

か。 ょ。建物の高さ は 6 mとする。

該当するも のにO印をつけよ。

n  
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10. 住宅の間取りを考える場合，るなたは南面する位置

にイ ~ホに掲げるもののうち，どれをおくのが最もよ

いと忍いますか，その 1 つにO 印をつけよ。

イ ， 居 間 ロ，客 間 へ 寝 室

ニ，炊事室 ホ，食 堂

11. 大阪における冬至の正午の太陽の高度はイ ~ホに掲

げる角度のうちどれが最も近いか，該当するものに0 '

印をつけよ。

イ， 10。 ロ， 20。 ノ、，. 30
0  

ニ，45。 ホ， 60
0  

12. 木造建築物の耐震，耐風構造として，最も必要なこ

とはイ~ホに掲げるも のの内 どれか，そ の 1 つにO 印

をつけよ。

イ， 土台を基礎に有効に緊結する。

ロ，筋違，方杖を有効に取付ける。

へ 柱と横架材 とは鉄物で緊結する。

ニ，屋根ふき材料は軽量なものにする。

ホ，屋根ふき材籾はなるべく重量なものにする。

13. イ~ホに掲げる建築設備の種類 とそれに関係の深い

器具名称、との組合せのうち誤っているものにO 印をつ

けよ。

イ， 蒸 気 緩 房一 一 ラ ヂ エ - !l -

ロ， 71' く洗便所一 一 フ ラ ッシユメルア'

，換 気 孔一 一 レジスタ F

9. 都市計画区威内 にある図 A ，B ， C ， D ， E ，に示さ

ュ 昭日目一一ーグi : r - フ

れた建築敷地の断面図において，建築物の高さ く屋上 ' 山 、 明 ， 

ダ，.ス トシエート一一一トラップ

笑出部を除< ，，) の制限の限界を示す線を図示せよ。

但 し A は住居地減内 B は商業地域内

C は準工業地威内 D は工業地域内 14 普通住宅の樗を打ちつけるに使用する釘の長さは，

イ~ホに提げる寸法のうち，最も適当 と思うもの 1 つ

E は住民地域内 にあるものとする

A  

明 明王 p P 7.?ワ 可 官 宵 司 町 四 押m

、ま一主主主主; ， JI: ( 枇

トー吋 Ｋ附 ・ ｾ 温匂 Ｔ

.c 

一一一一
炉 s'" ｾｦＺＺ 吃

"，.弘H

1 . . " 1; " ‘.. -

E  

、、 -

Ｚ い ｾＺｬ，
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B  

" ? ; ? " J ) ;  >>; ; ; ; ; ; ，; ; ) ) "，. . ，.  

.，.__S; O.. . .22T1-→ H ・.. ι  

p  

" " . I ' TT" …' "  一 円 F 宵押? 押，. . " . . ，. . . 可

トー 乞兎悔や !6酔→ ｊ｛ ｾι＠ .... 

局員需害事F 事

fこO 印をつけよ。

イ 2 吋 h ， 3 吋 ハ，Ｓ ｾ 吋

ニ 4 吋 ホ ， 5 吋

15.  12坪伎の木造平家建住宅に使用する，木材及び

和型粘土瓦の坪当り 〈建坪当り〉の所要数量i土通

常イ~ホ に提げる数盆のうちと. れか。

適当 と思うもの 1 つにO 印をつけよ。

木材 仁製材〉 粘土瓦

イ， 1  - 2 石 5 0 - 80枚

ロ，2. 5- 3. 5石 100- 130枚

ハ， 4  - 5 石 150- 180枚

ニ， 2. 5- 3. 5石 5 0 - 30枚

ホ. 4  - 5 石 100- 130枚



16. 木造住宅の腎げたの継手にはイ ~ホに掲げるものの

うちどれを選ぶのが最も適当か，適当 と思 うもの 1 つ

にO 印をつけよ。

イ， 腰掛餓継 ロ， 柑 欠 へ そ ぎ継

ニ，突 付 ホ，いすか継

17. コY クリ 戸ト の配合を示す し 3 ， 6 の比率は イ ~

ホに掲げる記述の うち，正しい)1原序のものにO 印をつ

けよ。

イ， 水 ・セメ γ ト・砂利 ニ，砂・セメ Y ト・必痢l

ロ，セメ ゾ ト・ 砂利 ・砂 ホ，セメ Y ト・砂・ 延長判

ハ， Ii品づ利 ・水 ・セメ γ ト

18. イ~ホ に掲げる建築材斜のうち， ｾｉ 張りに対して最

もｾ＾ｬいものに ｯ ｬￕ ｮ をつけよ。

イ ， す ぎ ロ，ひのき ハ ， ま つ

=-， コゾクリ ート ホ ， 鋭 材

19. 建築材籾と して松が使用されるが イ~チに掲げる部

材 のうち普通に松が使用されるものにO 印をつけよ。

イ， 土 台 ロ， 柱 へ は り ニ ， 建 具

ホ，数民・ へ，母屋 ト， 天井板 チ，長押

20. 図に示すトラス梁に図示のような節点荷震をかけた

とき，イ~チの各部材に生ずる応力は，圧縮か， ｾｉ 張

，) 何れも生じないか，区別して イ~チのところに次の

記号で記ス して下さい。

nc号 圧 縮 ー 引 張+1，ぷ力が起らない。 0

〆bJfr; 、

21. 図に示す木造建築物の軸組で科書手を設けることを最

も避けなければならない個所はイ ~ ホに示すうちどこ

手続の部 仁2 時間〉

22 建築基準法の規定により特定行政庁の許可を必要と。

しないものが イ~ホ に掲げるもののうちにらればそれ

にO 印をつけよ。

イ， 住居地主求の公園内に都市計画の施設 として高 さ30"

メートルの博物館を新築しよろとするとき 。

ロ， 2 年以内に事業が執行されない都市計画. 道路の境

域内に地上 2 階建鉄骨造の工場を摺築しようとするとき

へ 都市計画区域外に客席の床面積 30'0' 平方 メ戸ト ノレ

の木造平家建の仮設興行場 ( 1 ヶ月の存続期限のもの〉

を新築しようとするとき。

ニ， {主Ju地域内にある ，建築基準法施行時における既

存の 2 馬力の原動機を使用する裁縫工場が敷地内の倉庫

の一部を用途変更して既存作業場床面積のメを初めて原

動機 1 馬力的加して作業場にしようとするとき。

ホ，工業地主家内の旅館を料理屈にそのまま用途変更し

ようとするとき。

23 建築基準法により建築物の確認申請を しようとする

者は，確認申言苦手数料を納めなければならないがイ~

ホに掲げる場合の確認手数料の額はそれぞれ何円か。

イ， 経ベ面積 10'0' 平方メ戸トル の住宅を新 築 す る 場ヨ

ぷ〉、

ロ 一一一一円

ロ， 延ベ凶積 2∞ 平方 メートノレの共同住宅を旅館に用

途変更 し且つ，30' 平方 メ戸トルt曾築する場合。一一一一円

，延べ商積の合計 50'0' 平方 メートノレの学校を増築ず

る場合。 一一一一円

ニ，準防火地主主内において延べ問領10' 平方メ 戸ト ルの

物置を改築する場合。 一 一 一 円

ホ，客席社長商積20'0' 平方メ ートル延べ面積400' 平方メ d

トルの木造小劇場を全般に亘り大規漢の修絡する場合

一一一一円

24. 建築基準法の規定による手続には，それぞれ提出すJ

か。 る先が規定されている。ィ ~ヲに掲げる申諾，属と換

その個所の符号と同じ文字のところにO 印をつけよ。

出先とが正しいものを棒線香てもってそれぞれつないで

下さいの

イ，道路の{ 立置の指定申請替

ロ， 建築物の建築の確認申誌審

ハ J i管工届

ュ，工作物の築造の確認申請書

ホ，建築主変更届

へ，敷地変更届

ト，工事完了届建築主事

チ，建築物の用途変更の確認申誇替

リ， 除却届

都道府県知彰

特定行政庁

建築主 事

ヌ，博覧会建築物の許可申請書建築審査会

お



ル， 伝染病院の敷地の位置の許可申百

ヲ， 用途地域制限の但書による許可申請書

25. 図の ような平面図で建築主に平間計画の

承認を受けたが建築確認申諮沓に添付する

配置図及び平面図 として提出するには， な

お未だ記入が不備だと 思われる事項を 5 つ

以上列記せよ。

註，敷地は商業地域， 準防火地域にらる 。

26. 図で示す平面の鉄筋 コンク リ戸ト造 2 階

建，喫茶庖併用住宅を新築する場合，図に

示す敷地図を利用 して手続用部置図を作成

するとともに，平岡図には居室岡償及び保

光面積の数値を記入せよ。

叉これの建築基準法に よる確認申請手続を

同 二 ｾｾｽ［ 二コ

ニF昌平面圃

Ｖ メ ー ト ｽ レ 定 ｾｦｦ

聞置圏及一階 平 面 薗

1  

2  

3  

所定の手続用紙に記入せよ。なお建築主の希巣で 1 階

の窓，出入口等の建具 ・扉は木製普通ガラ スに したい

意向℃ るる。

註 1 敷地は住居地被，t経防火地主家

浴室の設計懸賞募集

懸 賞 浴 室

1. 温泉旅館向 仁10人以上使用〉

1. 窮氏風呂向 仁アベ ツP 用〉

1 高級旅館、料亭向 。人ー5人使用〉

右の内何れを撰ぶも可坪数回怠

廠 寡 規 定

1. 平面図 1間 1/30 叉は 1/20 縮図

1 側同図 2回以上 1/20 叉は 1/30 11 

1 透視 図 2回以上

1 応募者の職業、住所、氏名は各図面に記載せず

別紙に明記すること。

1. 用 紙 は 画 用 紙 大 きさ は制疎せず。

お

註 2. 壁厚は20セ Y チ メ戸 トノレ

註 3. 書式用紙中× 印の値所は記入しな くてもよい 。

.... 
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1.1. ぶ善鈎乍品はー式返却致しません。

1. 締 切 昭和27年1月25日

1. 発 表 昭和27年2月25日

審 査 員 12名

旅館、糾理組合長 4名 建築並設計業者倶IJ 5名

新 聞 社 側 3名

賞 金

特 賞 1万円 l 名 第 1席 5千円 1名

第 2 席 3千円 2名 佳 作 1千円 5 名

但し会応募作品の内そのまま採用、 施工した分は銭

工の節その旅館叉は斜亭に招待致します。

主筆 リ 先

大阪市浪速区河原町二丁目 一五O 九番地

@ タ イ ル 営 業 所



. 6.  

ｾ＠ 務 ( 10月分〉

兵庫支部役員会

3 日二時支部事務所にて吉田支部長外17名本部より束

削副会長並大和常務理事列席支部事業として見学企画報

告萌羽其他を協議した後東畑副会長より挨拶らり目下各

地で問題とされている建築士会設立の件につき支部各似

の怠見を現まれた，列席各{忠夫々開陳される所あり希望

意見につき善処申合金- 1 Il ' 寺院会

建 材 審 査 会

5 日3 時於朝日ピノレ置塩委員長外九名出席. 防水剤ウ

オータイトに品等証明を発する件新に申出のやよひ防火

板，ナニワ S 型瓦につき夫 h 申込担当者ーより説明を聴取

し審査に諸手 した

編 集 委 員 会

6 日3 時於絞目白石委員長外南，信回，光安委員出席

雑誌費余突ｾＺに就て報告後 ＱＱ 月号割付検討並に ＱＲ 月 号執

筆者追加協議し新年号の企画決定し極 h 審議し散会する

出 版 委 員 会

9 日於朝日小林委員長外二名23日3 時同所にて再開索

引発行経過並に第二次企画協関

定 例 理 恵 会

24日2 時於朝 日来畑副会長松久保監事外 8 名出席，第

二回建築講習会開催の件，大阪府住宅復興促進協議会答

建設資材の審査について

本会 内に建材夜査委員会を設け建築に関係ｾる ｦＨｦｲ旧資

材の述: 査を行っているわ

之( i 建材の品質につき英長否を容査し需用者側の安心

感を得ると共に斯界の向上発達をJ切せんとするも のであ

るe 務: 査の結果優良と認めるものには会昔、で報告する外

設計1N工凶の主たる関係先に紹介している。

建材業者の受争奪申越を熱望すると共に会員各位並に大

方の御支援により本委員会を利用される様御協力をお願

申上げる。

建材審査委員会規程

1  ; ; j i : 委員会ば一般建築資材の調査，研究，試験果をな

し審査の結果良否を認定し以て斯界の向上発達を図る

ことを目的とする。

2. 審査を受けよう とする者は一件毎に所定の申込書に

別に定める審査会費を添へ現品英の他本会が指定する

附の件，嘱託事務員西田免対E解嘱の件， I日日本建築士

会解散に伴ひ四会連合工事請負規程発行善後処理方承認

の件，新建築土会設立問題に関する件，入退会詮衡を協

議 し九月分会計報告外三件報告を承認

蛍光灯工場見学会

13 日2 時半より会勢委員会主催市内大仁: l t l : 一丁目新光

ラ: / 7・株式会社アデジ蛍光ラゾ 7・製造状況を見学した当

日会する老約40名同社技師より説明を聴き工場見学後大

仁大倉学園講堂に集合阪大教授浅田理学陣土より蛍光灯

について講演おり街特別講演として近時世上の話題にな

っている人工降雨の理論につき研究家の一人として意見

の発表と共に共方法等懇切な説明あり一同非常に援する

所があった。

第二回建築講習会開催

本会内教育委員会企画の下に17日5 時より於都島工業

高校の鱗堂，開講中沢委員長開会挨拶後別項予定通進講

聴講者 213 名11月12日終了予定

鮫計，綜合，建材部会

18目立 時より於朝日三部13名出席最近の建設資材につ

き三者意見交換をなした筒近〈建材の正しき講習会開催

の事も申合せた

災 害 委 員 会

26日3 時より分室にて池田委員長外 4 名出席予而計画

の災響防止i常識の普及方及地質調査表の集取方を協議。

資糾を提出する。

3  争奪査の方法は依頼者より説明を聴取し調査研究叉 ( i

必要に応じ試験分析等をする。

4.  木委員会の窓見は全委員3分の2以上を以て決する

5  岩手査の結査，優良品に対しては一件毎に別に定める

調査費用を申し受け優良証明替を発行する。

英の他のものに対しては意見をF付けて申込者に通知す

る。

6  優良証回答を発行した場合は建等と社会に掲載する

外諸官庁，設計関係者に周知につとめ街ほ適当の方法

で宣伝するや

7.  優良証明議に対する責任は務査委員会に提出された

現品について負うものである。

8. 優良証明笛ーは発行 日より 1 ヶ年有効とする。

9. 本証明書を不正に利用された実情判明した時は直に

取消の通知を発すると共に一般に公表する。

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

21 



四富漣合工事請翼約款頒布

本誌六月七月号の会告に掲載せし上記約款を再び会員各位に御知らせし、これが普及に御協力下去らん ｾを 御願い

致します。

街 、此の約款わ、本 年 2 月14日中央審議会決定の民間建設工 事標準請負契約約款甲と同一内容で本誌と :司型の11頁

1 部と工事請負契約書一枚からなっています。 御 入用の方は下記により御申込下さい。

一部 ￥ 30. 00 但送粉を要する時は ￥ 36. 00 

社団法人 日 本 建 築 協 会

大阪市北区中之島朝 日ピル叉は市内東区天神橋大阪建設会館分室宛の率、振替大阪 39975 苦手

地質調査表蒐集について 日本建築学会秋季大会終了

建築協会創立十 五周年記法事業のーとして発行 された

大阪市地質調査図表は戦後 貴重な資料として復興建築に

役立ち各方面より間観を需められている本会では右冊子

発 行後ポーリングされたも のの約 530 通を青写真 とし叉

大阪市役所 より提供の冊子も 備へておりますから御利用

下さい。

備本委員会l : ' は更に拡〈京阪神各方聞の調査資事ヰを集

め将来冊子として再刊の企画の下に目下之が蒐集につと

めつｬＮＮｾります会員各伎は何卒本目的達成に絶大の御儲

力賜り御関係方面の資、税御 提供 に御 媛助あらん事を熱望

します

日 本 建 築 協 会 災 害 委 員 会

委員長 池 田 宮 彦

盟友建築学会本年度秋季大会は予報の通 り関西で挙行

11 月 23，24 両日京都で学術講演会， 24 日午後より大阪

朝日新聞社講堂l : ' - 般講演会同夜南海高島屋食堂で晩餐

会 25 日姫路，京都， 奈良方面 見学と多彩な催 しがいと

も盛会裡に終了した大阪の講演会{ 士本会も後援援超満員

叉同夜の大晩餐会は 200余名の参加で本会長竹腰氏が司

会の役をつとめられテープルスピーテと もj振かで1先輩に

於ける同会の関西大会中一番目拒況であった。

編 集 後 記

建築協会の使命から云って，本誌は 「建 築 と社会J と

云う題号をもっている。その名の示す通り ，建築 に 時ず

る技術的問題ばかりでなく，建築の社会的関聯は特に本

誌がとりあげねばならぬ問題でらる。そのうちでも建築

経済は最も重要な部分を占めるのであるが， 問題があま

りに広汎であり体系ずけることの困難があるために，幾

度か企画は行われたが，突行に移されずに今日に至った

感がらった。今回執筆者諸氏の御努力によって特集号を

発行できたととは編集者 として喜びに耐えないが御遠慮

なく御批評を願って更に今後より良き建築経済特集を行

い度〈思っている。

明年正月 号からは叉新 らしい形の事館昔、を御覧に入れ度

〈準備している。 会員諸氏がよい年を御迎え下さること

そ祈る 〈 編 集 委 員 長 白石 〉

却

建 築 と 祉 会

第 3 2 輯 第 12 号

売価 1 部80円く送料共〉

昭和 ＲＶ 年 ＱＱ 月 ＲＵ 日印刷・ 昭和 ＲＶ 年 ＱＲ 月 Ｑ 日ｾ行

続集発行入
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